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小林八束１・小林八束２遺跡の紹介
お ばやしはっそく しょう ぶ まち

小林 八束１遺跡、小林八束２遺跡は菖 蒲町の中央に位置しています。周辺は水
ちんこう

田が一面に広がり、水田下に沈降した埋没ローム台地上に遺跡がつくられていまし

た。この台地が沈降して形成されたものであるため、遺跡の発見は遅れていました。

本遺跡は元荒川・小林調節池の整備に伴って調査され、縄文時代早期（約７，０００

年前）と後期（約３，８００年前）の集落跡が発見されました。また、古墳時代前期（約

１，７００年前）に集落跡から墓域へと変遷したことがわかりました。
ほうけいしゅう

縄文時代では多くの土器や石器の他に珍しい筒型土偶が、古墳時代では方形 周
こう ぼ

溝墓が発見されるなど、地域の歴史を語るうえで、貴重な資料が追加されました。



序

埼玉県では、「誰もが安心して暮らせる安心・安全 埼玉」を目指し、あらゆ

る危機や災害に強い体制の整備に努めております。現在、菖蒲町で進めている総

合治水対策特定河川事業、元荒川／小林調節池の整備はこうした課題に対する治

水対策の一つで、集中豪雨による浸水等の災害を最小限に食い止めるための取り

組みです。

総合治水対策特定河川事業地内には、小林八束１遺跡・小林八束２遺跡の存在

が知られており、埋蔵文化財の取り扱いについて埼玉県教育局市町村支援部生涯

学習文化財課が関係諸機関と慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記

録保存の措置が講じられることとなりました。発掘調査は埼玉県の委託を受け、

当事業団が実施いたしました。

調査の結果、縄文時代と古墳時代前期の集落遺跡であることが明らかになりま

した。特に、縄文時代早期では屋外で調理をした炉穴が多数検出され、後期の住

居跡からは、非常に珍しい筒型土偶が出土しました。また、古墳時代前期ではこ

の地域で類例の少ない住居跡や方形に溝を廻らした方形周溝墓が発見されました。

本書はこれらの成果をまとめたものです。埋蔵文化財の保護、普及・啓発の資

料として、また学術研究の資料として広く活用いただければ幸いです。

最後に、本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を頂きました

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、埼玉県県土整備部河川砂

防課、埼玉県杉戸県土整備事務所、菖蒲町教育委員会並びに地元関係者の方々に

深く感謝申し上げます。

平成２０年１１月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 刈 部 博



例 言
１．本書は、南埼玉郡菖蒲町大字小林に所在す

る小林八束１遺跡第１次調査・小林八束２遺跡

第１次調査の発掘調査報告書である。

２．遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対

する指示通知は、以下のとおりである。

小林八束１遺跡第１次（OBYS１）

埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字小林字八束４７４０

－１他

平成２０年２月６日付け 教生文第２－６３号

小林八束２遺跡第１次（OBYS２）

埼玉県南玉郡菖蒲町大字小林４６７５番地他

平成１８年９月２０日付け 教生文第２－４４号

３．発掘調査は、総合治水対策特定河川事業に

伴う埋蔵文化財記録保存のための事前調査であ

る。調査は埼玉県教育局市町村支援部生涯学習

文化財課が調整し、埼玉県県土整備部河川砂防

課の委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調

査事業団が実施した。

４．発掘調査・整理報告書作成事業は、Ⅰ－３

の組織により実施した。調査実施期間および担

当者は以下のとおりである。

小林八束１遺跡

平成２０年２月１日から平成２０年３月２４日まで、

宮井英一・新屋雅明が担当した。

小林八束２遺跡

平成１８年９月２８日から平成１８年１０月３１日まで、

小野美代子が担当し、橋本勉の協力を得た。

整理・報告書作成事業は河川改修工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査（整理）で、平成２０年６月

２日から平成２０年９月３０日まで、山本禎が担当

して実施し、平成２０年１１月２８日に埼玉県埋蔵文

化財調査事業団報告書第３５６集として印刷・刊

行した。

５．遺跡の基準点測量は小林八束１遺跡を株式

会社東京航業研究所、小林八束２遺跡を精進測

量株式会社に、遺跡の空中写真撮影は、小林八

束１遺跡を株式会社GIS 関東、小林八束２遺

跡を株式会社東京航業研究所に委託した。

出土木炭の年代測定と樹種同定は、株式会社

加速器分析研究所に委託した。

６．発掘調査時の写真撮影は各担当者が行い、

遺物の写真撮影は富田和夫・山本が行った。

７．出土品の整理・図版作成は、山本が行ない、

小野美代子・金子直行・宮井英一・新屋雅明・

上野真由美・中島淳子・山北美穂の協力を得た。

管玉の石材同定は大屋道則の分析に依った。

８．本書の執筆は、Ⅰ－１を埼玉県教育局市町

村支援部生涯学習文化財課が、Ⅲ－２の遺物・

Ⅵ－２（１）を新屋が、土偶とⅥ－２（２）を

小野が、Ⅳの遺物を金子直行が、その他は山本

が行った。

９．本書の編集は、山本が行った。

１０．本書に掲載した資料は、平成２０年１２月以降

は埼玉県教育委員会が管理・保管する。

１１．本書の作成にあたり下記の機関・方々から

御教示・御協力を賜った。記して感謝の意を表

します。（敬称略）

菖蒲町教育委員会 三ツ木貞夫



凡 例
１．本書における X・Yの数値は、世界測地系（新

測地系）による国土標準平面直角座標第Ⅸ系（原

点：北緯３６°００′００″、東経１３９°５０′００″）

に基づく座標値を示す。また、各挿図内におけ

る方位はすべて座標北を示している。

２．調査で使用したグリッドは、国土標準平面

直角座標に基づく、１０m×１０mの範囲を１グリ

ッドとし調査区全体をカバーする方眼を組んだ。

３．グリッド名称は、北西隅を基準とし、北か

ら南方向にアルファベット（A・B・C…）、西

から東方向に数字（１・２・３…）を付した。

呼称はアルファベットと数字を組み合わせた。

（例C－３グリッド）

４．本書における本文・挿図・表に記した遺構

の略号は、以下のとおりである。

ＳＪ 住居跡 ＳＲ 方形周溝墓

ＳＫ 土壙 ＳＤ 溝跡

ＳＸ 炭焼窯 ＦＰ 炉穴

Ｐ ピット

５．本書における挿図の縮尺は以下のとおりで

ある。

遺構図

住居跡・土壙・炭焼窯・炉穴群・炉穴・ピッ

ト １：６０

方形周溝墓 １：１００

溝跡 １：２００ 溝断面 １：５０

遺物実測図

縄文土器・土師器 １：４

縄文土器拓影図・石器 １：３

石製品・土製品 １：２

その他、埼玉県地形図、遺跡周辺地形図、周辺

の遺跡、遺跡全体図は個別に縮尺率を設定した。

６．遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標

高を示す。

７．土器挿図中の網掛けは、赤彩を示す。

８．遺物観察表については以下のとおりである。

・口径・器高・底径は㎝、重さは gを単位と

する。

・（ ）内の数値は口径・底径は復元推定値を

示し、器高は現存高を示す

・胎土は肉眼で観察できるものを示した。

Ａ：石英 Ｂ：長石 Ｃ：雲母 Ｄ：角閃石

Ｅ：片岩 Ｆ：白色針状物質 Ｇ：赤色粒子

Ｈ：白色粒子 Ｉ：黒色粒子 Ｊ：砂粒

Ｋ：礫

・焼成は、良好・普通・不良の３段階に分けた。

・土器の色調の表記は『新版標準土色帖』２００２

年度版（農林水産省農林水産技術会議事務局

監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）に

従った。

・残存は残存率を指し、残存率は破片の場合、

図示した器形の部分に対する割合を示した。

９．なお、本報告では、調査時に付した遺構番

号を使用したため、遺構番号は順不同である。

１０．本書に掲載した地形図は、国土地理院発行

の１／５０，０００地形図、菖蒲町発行の１／１０，０００

菖蒲町全図を使用した。
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Ⅰ 発掘調査の概要

１．発掘調査に至る経過
総合治水対策特定河川事業元荒川（小林調節
池）は、治水施設の重点的な整備を実施する事業
で、主に野通川流域の水害対策のために計画され
たものである。埼玉県教育局市町村支援部生涯学
習文化財課では、このような施策の推進に伴う文
化財の保護について、従前より関係部局との事前
協議を重ね、調整を図ってきたところである。
本事業に係る埋蔵文化財の所在および取扱いに
ついては、平成１４年１１月２０日に実施した「平成１５
年度公共事業と埋蔵文化財の調整会議」において
河川砂防課から工事箇所や工事計画の説明があっ
た。文化財保護課（当時）では、周辺に埋蔵文化
財包蔵地が所在しないこと、現在の地形から低湿
地と想定されること、菖蒲町教育委員会の意見等
を踏まえて、工事に着手して差し支えない旨、口
頭で回答し、平成１４、１５年度に北側の調節池「池
Ⅱ」の一次掘削が施工された。
一次掘削終了後の平成１６年４月８日、菖蒲町教
育委員会から調節池法面において、多量の土器が
発見されたとの報があり、翌９日、当課職員が現
地を確認したところ、縄文土器片が多数確認され、
さらには遺構断面が法面に露出しており、周辺は
埋没ローム台地であることが判明した。
４月１２日に河川砂防課に状況説明を行い、今後
の工事計画や取扱いについて協議し、未掘削部分
について確認調査を実施することが了承された。
なお４月２２日に菖蒲町教育委員会から当該箇所
について「新規遺跡の発見届」が提出され、県教
育委員会は同日付で受理し「池Ⅱ」周辺を「小林
八束１遺跡」として埋蔵文化財包蔵地に登載した。
平成１６年４月２２日付け河砂第７０号で、河川砂防
課長より文化財保護課長あて「小林調節池改修事
業地内における埋蔵文化財の所在及び取扱いにつ
いて」の照会があり、５月２４日～２８日、６月２２～
２４日の計８日間で未掘削の「池Ⅰ」予定地の確認
調査を実施し、縄文時代早期の遺構、遺物を検出

し、７月１４日付けで小林八束２遺跡として新規の
埋蔵文化財包蔵地として登載した。その結果をも
とに７月１５日付け教文第５６３号で、埋蔵文化財が
所在する範囲について、工事計画上やむを得ず現
状を変更する場合には、記録保存のための発掘調
査が必要な旨、回答した。
小林八束１遺跡範囲内「池Ⅱ」の未掘削箇所に
ついては、出水期明けの１１月１０日～１１月１２日の３
日間で確認調査を実施した結果、遺構・遺物が濃
密に分布することが判明し、平成１６年１１月１７日付
け教文第１２２０号で、工事計画上やむを得ず現状
を変更する場合には、記録保存のための発掘調査
が必要な旨、回答した。
その後、関係機関で協議を重ね、工事計画上、
優先して小林八束２遺跡の発掘調査を実施するこ
ととなり、発掘調査は財団法人埼玉県埋蔵文化財
調査事業団が実施機関としてあたり、平成１８年９
月２８日から１０月３１日まで実施された。
また、小林八束１遺跡については、当初計画ど
おり事業が施工された場合は、１万３千㎡以上の
発掘調査が必要になることから、工事計画自体の
見直しが図られ、その結果、５００㎡の発掘調査が
平成２０年２月１日から３月２４日まで実施された。
なお、文化財保護法第９４条の規定による埋蔵文
化財発掘通知が埼玉県知事から平成１８年１０月２０日
付け河砂第４９５号で提出され、それに対する保護
上必要な勧告は平成１８年１２月２８日付け教生文第３
－１４１９号で行った。また、第９２条の規定による
発掘調査届が財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業
団理事長から提出された。
発掘調査の届出に対する指示通知番号は次のと
おりである。
平成１８年９月２０日付け 教生文第２－４４号
平成２０年２月６日付け 教生文第２－６３号
（埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課）
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２．発掘調査・報告書作成の経過
（１）発掘調査

小林八束２遺跡は平成１８年９月２８日から平成１８

年１０月３１日まで実施した。

９月末に事務手続きと事務所設置を行い、１０月

に入り重機による表土掘削に着手した。遺構確認

面まで表土を除去し、その後人力による遺構確認

作業・基準点測量を経て、各遺構の掘り下げ・土

層断面図・平面図などの作成・遺構写真撮影等の

調査記録の作成を実施した。

１０月下旬に、遺構の調査をほぼ終了し、調査区

全景写真及び空中写真撮影を実施した。その後、

遺構平面図の確認・補足作業を行い、遺構の調査

を終了した。

その後、事務所の撤去及び調査区の埋戻し、事

務手続きを行い１０月末に本事業に伴うすべての調

査を完了した。

小林八束１遺跡は平成２０年２月１日から平成２０

年３月２４日まで実施した。

１月末に事務手続きを行い、２月に入り事務所

設置を行い、重機による表土掘削に着手した。遺

構確認面まで表土を除去し、その後人力による遺

構確認作業・基準点測量を経て、各遺構の掘り下

げ・土層断面図・平面図などの作成・遺構写真撮

影等の調査記録の作成を実施した。

３月下旬に、遺構の調査をほぼ終了し、調査区

全景写真及び空中写真撮影を実施した。その後、

遺構平面図の確認・補足作業を行い、遺構の調査

を終了した。

その後、事務所の撤去及び調査区の埋戻し、事

務手続きを行い３月末に本事業に伴うすべての調

査を完了した。

（２）整理・報告書の作成

整理・報告書の作成事業は、平成２０年６月１日

から平成２０年９月３０日までの４ヶ月間にわたって

実施した。

遺物の水洗・註記作業を行った後、接合・復元

作業を実施した。接合の終了した遺構から順次、

遺物実測を開始した。縄文土器・土師器等は機械

実測（３スペース）を利用して素図を作成し、そ

の素図をもとに実測図を完成させた。実測図・断

面図は製図ペンで墨入れ（トレース）し、必要に

応じて拓影を採った。実測図・断面図と拓影図を

組み合わせてレイアウトを行い、遺物図版の版下

を作成した。

遺構図面は図面整理と修正を経て第二原図を作

成した。第二原図はスキャナーでコンピューター

に取り込んだ後、グラフィックソフトでデジタル

トレースし、スクリーントーン・諸記号・土層説

明等の入力データを組み込んで編集作業を実施し、

遺構図版の版下を作成した。

実測遺物はその属性をパソコンに入力し、デー

タ処理・編集して遺物観察表を作成した。また、

遺存度の高い遺物を中心に石膏による復元作業を

行い、一部写真撮影を実施した。併行して調査時

に撮影した写真を選択し、パソコン内で編集を行

い、写真図版を作成した。

作成したデータを基に原稿を執筆し、遺構図版

・遺物図版・写真などを組み合わせて割付を作成

した。編集作業を９月中にほぼ完了させ、下旬に

印刷業者を選定し入稿した。校正は３回行い、平

成２０年１１月末に報告書を刊行した。

図面類・写真類・遺物は整理分類して、収納作

業を実施した。
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３．発掘調査・報告書作成の組織
平成１８年度（発掘調査）

理 事 長 福 田 陽 充

常務理事兼総務部長 岸 本 洋 一

総務部

総 務 部 副 部 長 昼 間 孝 志

総 務 課 長 � 橋 義 和

調査部

調 査 部 長 今 泉 泰 之

調 査 部 副 部 長 小 野 美代子

平成１９年度（発掘調査）

理 事 長 刈 部 博

常務理事兼総務部長 岸 本 洋 一

総務部

総 務 部 副 部 長 昼 間 孝 志

総 務 課 長 松 盛 孝

調査部

調 査 部 長 村 田 健 二

調 査 部 副 部 長 礒 � 一

整 理 第 一 課 長 宮 井 英 一

調査第二課主査 新 屋 雅 明

平成２０年度（報告書作成）

理 事 長 刈 部 博

常務理事兼総務部長 萩 元 信 隆

総務部

総 務 部 副 部 長 昼 間 孝 志

総 務 課 長 松 盛 孝

調査部

調 査 部 長 村 田 健 二

調 査 部 副 部 長 礒 � 一

整 理 第 二 課 長 富 田 和 夫

主 査 山 本 禎
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

１．地理的環境
小林八束１遺跡・小林八束２遺跡は菖蒲町小林

に所在する。遺跡は新幹線が JR大宮駅以北で二

股に分かれる上越新幹線と東北新幹線の間にあり、

JR高崎線桶川駅の北東約７㎞、JR宇都宮線の久

喜駅の西方約７㎞に位置している。

菖蒲町は埼玉県東北部にあり、商業中心の市街

地と南東部の工業団地からなり、星川、野通川、

元荒川を始めとする大小の河川や用水が南東方向

に流れ、肥沃な水田地帯を形成している。

周辺の地形は、主に大宮台地と加須低地からな

り、大宮台地が北方の加須低地に移行する部分で、

概して平坦な地形となっている。大宮台地は長さ

約３０㎞、幅約８～１０㎞の北西から南東方向に延び

る台地で荒川に接する西側が高く、元荒川が流れ

る北・東・南東側が低くなる。加須低地は利根川

と中川の氾濫により形成された利根川中流域に発

達する低地で、西は妻沼低地、東は中川低地と連

なっている。遺跡周辺は比較的平坦な地形ではあ

るが比高１～２mの起伏が島状に認められ、島

状ローム台地の微高地と低地からなる。微高地は

大宮台地の北方の延長部にあたる台地と自然堤防

がある。起伏が島状に認められるところは菖蒲町

の栢間地区・柴山枝郷地区・小林地区のほかさら

に北方にも島状の台地が分布している。自然堤防

は星川流域に形成され新堀地区や上大崎地区・河

原井地区などで認められる。低地は微高地の間に

広く発達しており、現在は水田として利用されて

いる。

第１図 埼玉県の地形
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第２図 遺跡周辺の地形図
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２．歴史的環境
旧石器時代の遺跡は、多くは台地上にまとまっ

ているが、加須低地の埋没台地でも見つかってい

る。台地では、伊奈町の向原遺跡では後期旧石器

時代前半の石器群が、赤羽遺跡・大山遺跡ではナ

イフ形石器群が出土している。北遺跡と戸崎前遺

跡（４１）からは槍先形尖頭器が検出されており、

他に蓮田市の天神前遺跡などがある。低地では神

ノ木２遺跡（４）・九宮２遺跡（６）ではナイフ

形石器を含む石器集中、騎西町の前遺跡（２１）で

槍形尖頭器を主体とする石器集中が検出された。

また石器集中はみつかっていないが下崎中郷遺跡

（１６）、道上遺跡（２０）などがある。

縄文時代早期は、小林八束２遺跡（２）から早

期の野島式期の炉穴群が検出されている。伊奈町

の薬師堂根遺跡（３９）・戸崎前遺跡・大針貝塚（４５）、

蓮田市のささら遺跡・宮の前遺跡・天神前遺跡・

馬込新屋敷遺跡などがあり、天神前遺跡・馬込新

屋敷遺跡では炉穴が検出されている。

縄文時代前期は、蓮田市に標式遺跡として著名

な関山貝塚と黒浜貝塚がある。元荒川に沿う台地

縁辺に宿上貝塚・天神前遺跡、白岡町のタタラ山

遺跡・茶屋遺跡がある。騎西町の小沼耕地遺跡

（１４）では住居跡が検出されている。

縄文時代中期は、九宮１遺跡（５）では住居跡

１軒であるが、神ノ木２遺跡では１００軒を超える

大集落が確認された。丸谷下遺跡（７）は住居跡

・Tピットが検出された。栢間小塚遺跡（８）は

中期～後期にかけての遺跡で土偶・石剣などが出

土している。騎西町には萩原遺跡（１７）・修理山

遺跡（１８）などがある。伊奈町には拠点集落の北

遺跡・原遺跡（４４）は大型環状集落であり、戸崎

前遺跡からは住居跡３０軒と埋甕が検出された。薬

師堂根遺跡（３９）は住居跡２６軒が検出されている。

縄文時代後・晩期は、後期の小林八束１遺跡か

らは住居跡・土壙が検出されており、住居跡等か

ら小型の筒型土偶や木菟土偶が出土し、遺跡全体

から同時期の土器や石剣などの遺物が出土してい

る。九宮２遺跡は住居跡３軒と埋甕が検出されて

いる。地獄田遺跡（９）では安行式期の住居跡が

５軒検出され、土偶・土版が出土している。神ノ

木遺跡（３）は土壙が確認されている。その他に、

蓮田市の久台遺跡・雅楽谷遺跡・ささら遺跡、白

岡町前田遺跡などがある。雅楽谷遺跡では環状盛

土が確認されている。桶川市の後谷遺跡（４７）は

河道状くぼ地から多量の土器・石器・木製品・獣

骨などが検出された。

弥生時代の遺跡は少なく、いくつかの遺跡で遺

物が少量検出されているが集落はほとんど見つか

っていない。神明神社東遺跡（１０）は、縄文時代

から古墳時代にかけての遺跡で、遺構は伴わない

ものの弥生土器が出土している。蓮田市の宿下遺

跡では再葬墓２基が検出されている。

古墳時代前期は、小林八束１遺跡から住居跡１０

軒と方形周溝墓３基が検出された。九宮２遺跡で

は住居跡３軒が検出されている。丸谷下遺跡から

も住居跡１軒が検出されている。蓮田市のささら

遺跡では住居跡２１軒を検出し、隣接する馬込新屋

敷遺跡でも住居跡１４軒が検出されている。久台遺

跡では方形周溝墓４基が調査され、周溝から完形

の壺が複数出土している。その他、騎西町の修理

山遺跡では方形周溝墓３基・小沼耕地遺跡では方

形周溝墓１９基が検出されている。

古墳時代中・後期は、騎西町の萩原遺跡から中

期の住居跡１軒、後期の住居跡１２軒が検出されて

いる。蓮田市の荒川附遺跡から後期を主体とし住

居跡が１１０軒以上検出されている。

菖蒲町の神明神社東遺跡からも古墳時代の住居

跡が確認されている。神ノ木遺跡（３）・神ノ木

２遺跡からは中期中葉から後期初頭の方墳跡・円

墳跡が確認されている。栢間古墳群には３基の前

方後円があり、天王山塚古墳（A）は、全長１０９m、

後円部径５５m、前方部幅６２mで、円筒埴輪片や須
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恵器突帯付甕片から６世紀後葉の築造と推定され

ている。墳頂には角閃石安山岩が点在している。

夫婦塚古墳（Ｅ）は現存長が４２mで円筒埴輪が

出土している。本村１号墳（Ｉ）は全長約３０m

で埴輪片が出土している。№１４－２号古墳（Ｂ）

は円筒埴輪や形象埴輪が出土し、打出塚古墳（Ｃ）

・富士塚古墳（Ｄ）・№１４－６号墳（Ｆ）・禿塚古

墳（Ｇ）・芝原古墳（Ｈ）等の円墳がある。東裏

古墳（１１）は前方後円墳で口縁部径２５mで、白

色を帯びた埴輪が出土し、このような埴輪は鴻巣

市新屋敷遺跡などの後期初頭の古墳から徐々に見

られるようになってくるものである。また、低地

を挟んで北東３．３㎞に物見塚古墳（１２）があるが

詳細は不明である。騎西町の小沼耕地遺跡は墳丘

長３９mの前方後円墳１基と径１５mの円墳が見つ

かっており、上種足三番遺跡（１５）では５基の円

墳が検出され埴輪を伴っている。

奈良・平安時代は菖蒲城跡（１３）から平安時代

の住居跡が１軒確認された。伊奈町の大山遺跡で

は平坦部に住居跡が約５０軒、斜面部に製鉄炉や炭

焼窯が検出されている。蓮田市の椿山遺跡からは

平安時代の住居跡が５０軒ほど見つかっている。

中世は小田原北条氏関連の城がいくつかあるが、

菖蒲城と騎西（私氏）城である。菖蒲城跡は小林

八束１遺跡の北西に位置し堀跡・土塁が検出され、

在地、瀬戸・美濃産陶器、常滑、中国産陶磁器の

他に轡・弾丸が出土している。騎西城跡（１９）は

根古屋城とも呼ばれ、城跡・武家屋敷の調査が行

われ溝・土壙・井戸跡・掘立柱建物跡・障子掘が

確認された。１２～１９世紀にかけての遺物が出土し、

龍泉窯系青磁・渥美・常滑・瀬戸美濃・中国染付

け・在地産陶器等があり、１６世紀末から１７世紀前

半のものが多い。伊奈町の薬師堂根遺跡では溝に

囲まれた掘立柱建物跡・土壙・井戸が多数検出さ

れ、中世の集落や墓制を考える上での貴重な遺跡

である。

－７－



第３図 周辺の遺跡（旧石器・縄文時代）
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第４図 周辺の遺跡（古墳時代以降）
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菖蒲町

１ 小林八束１遺跡 縄（後）、古（前）

久喜市

２２ 医王院遺跡 縄（中）、中

２ 小林八束２遺跡 縄（早） ２３ 江川東遺跡 縄（中）

３ 神ノ木遺跡 縄（後）、古（後） ２４ 部井遺跡 縄（後・晩）

４ 神ノ木２遺跡 縄（中）、古（中・後） ２５ 不動寺遺跡 縄（中）、古

５ 九宮１遺跡 縄（中）

白岡町

２６ 嶋岡遺跡 縄（前～中）

６ 九宮２遺跡 旧、縄（後）、古（前） ２７ 上荒井ヶ崎西遺跡 縄（早・中）

７ 丸谷下遺跡 縄（中）、古（前）、平 ２８ 柏崎遺跡 縄（中・後）

８ 栢間小塚遺跡 縄（後） ２９ 上荒井ヶ崎遺跡 縄（早・中）

９ 地獄田遺跡 縄（後・晩）、平 ３０ 皿沼遺跡 縄（中）、古（前）

１０ 神明神社東遺跡 弥、古 ３１ 下荒井ヶ崎遺跡 縄（中・後）

１１ 東裏古墳 古 ３２ 天神山東遺跡 縄（早～中）

１２ 物見塚古墳 古 ３３ 天神山遺跡 縄（早）、古（前）

１３ 菖蒲城跡 平、中

蓮田市

３４ 上閏戸貝塚 縄（前）

栢間古墳群 ３５ 根金大山遺跡 縄（後）

A 天王山塚古墳 ３６ 的場遺跡 縄（中・後）、古、近

B №１４－２号墳 ３７ 井沼遺跡・館跡 縄（中～晩）、中、近

C 打出塚古墳 ３８ 榎戸遺跡 縄（中・後）、古（後）、中、近

D 富士塚古墳

伊奈町

３９ 薬師堂根遺跡 縄（早・中）、古（前）

E 夫婦塚古墳 ４０ 向原遺跡 旧、縄、古（前）、奈、平、中、近

F №１４－６号墳 ４１ 戸崎前遺跡 縄（早～後）

G 禿塚古墳 ４２ 相野谷遺跡 縄、古（前）、中、近

H 芝原古墳 ４３ 八幡谷遺跡 中、近

I 本村１号墳 ４４ 原遺跡 縄（中）

騎西町

１４ 小沼耕地遺跡 古（前・後）、中 ４５ 大針貝塚 縄（前）

１５ 上種三番遺跡 弥、古、奈、平、中

桶川市

４６ 新田東遺跡 縄、弥（後）、古（前）

１６ 下崎中郷遺跡 旧、縄（中）、奈 ４７ 後谷遺跡 縄（後・晩）

１７ 萩原遺跡 旧、縄（中・後）、古（中・後） ４８ 堀ノ内Ⅰ遺跡 縄（早・中）

１８ 修理山遺跡 旧、縄（早・中・後）、古（前） 旧＝旧石器時代 縄＝縄文時代 弥＝弥生時代
古＝古墳時代 奈＝奈良時代 平＝平安時代
中＝中世 近＝近世 （早）＝早期 （前）＝前期
（中）＝中期 （後）＝後期 （晩）＝晩期

１９ 騎西（私西）城跡 中

２０ 道上遺跡 旧、縄（早～晩）、古（後）、奈

２１ 前遺跡 旧、縄（早・中～晩）

第１表 周辺の遺跡一覧
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Ⅲ 小林八束１遺跡の調査

１．遺跡の概要
小林八束１遺跡は、埼玉県の東部、菖蒲町大字

小林八束に所在する。菖蒲町役場の南側に造られ

た調節池の東に位置し、小林八束１遺跡の南方約

２５０mに小林八束２遺跡がある。周辺は、星川、

野通川、元荒川を始めとする大小の河川や用水が

南東方向に流れ、肥沃な水田地帯を形成している。

この地域を含む低地は、縄文時代以降の関東造

盆地運動と呼ばれる沈降現象に伴う沖積土の流入

により、起伏に富んだローム台地は現在の水田の

下にあり、埋没ローム台地と呼ばれている。遺跡

は北を流れる星川によって形成された後背湿地に

立地している。遺跡の標高は１０mほどである。

小林八束１遺跡で検出した遺構は、縄文時代後

期の住居跡２軒と土壙７基、古墳時代前期の住居

跡１０軒と方形周溝墓３基、古代から近世の土壙１

基、溝跡３条、炭焼窯１基である。遺物は縄文時

代後期・古墳時代前期の土器が主体で、遺構から

だけでなく調査区全体から出土している。土器の

ほかに石剣、縄文時代後期の第４号住居跡からは

小型の筒型土偶、炭焼窯からは木菟土偶・管玉が

出土している。

古墳時代前期の住居跡は、一辺３m～４m前後

の規模のものが主体であるが、第２号住居跡は一

辺５m×６m前後の大型の住居跡である。住居跡

は方形周溝墓と重複することによって一部が壊さ

れていることから、集落が形成されていたが集落

衰退後に方形周溝墓の墓域へと変遷したとみられ

る。

方形周溝墓は、３基とも周溝の一部が調査区内

に入るのみで全体の大きさは不明であるが、第２

号方形周溝墓は一辺１０mほどで、他の２基は第

１号方形周溝墓が一辺１２mを超え、第３号方形

周溝墓は一辺１４mほどの大型のものとみられ、

大型の２基には土層断面より墳丘の存在が確認さ

れた。また、大型の第１号周溝墓が小型の第２号

方形周溝墓を壊して築造されていることから、周

溝墓にも時期差があることが確認できた。

炭焼窯は、焚口部が第１号溝に壊されているが、

検出規模は長さ８mほど、幅１．５m、の長楕円形

で東側に焚口を持つもので、炭化材が確認されて

いる。炭焼窯からは木菟土偶と管玉が出土してい

る。

溝は２条が調査区を縦断し、縄文時代・古墳時

代・中近世の陶磁器が出土し、他の遺構を切って

おり、第４号土壙とともに本遺跡のなかでは最も

新しい遺構である。

小林八束１遺跡
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第５図 小林八束１遺跡全体図
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２．縄文時代の遺構と遺物
（１）住居跡

第４号住居跡（第６～８図）

B－４グリッドに位置する。東側は調査区域外

で、北側は第３号方形周溝墓、西側壁際で第２号

土壙と重複し、第３号住居跡が住居跡の上に重複

している。土壙との新旧関係は不明であるが、他

の遺構より本住居跡が最も古い。全体の１／４ほ

どの検出である。

平面形は円形を呈すると推定され、確認できた

規模は、東西が２．９５m、南北が３．３０m、深さ５㎝

程度を測る。床面には長軸１．８m、短軸１．０mほ

どの範囲で黒色土の貼床が確認された。その他に

は炉跡・ピットが検出された。また、炉跡は住居

跡中央部に位置すると推定され、北側が第３号方

形周溝墓に切られているが、平面形は円形を呈す

ると推定され、規模は径３０㎝を測る。ピットは５

基検出され、壁寄りに位置する。平面形はほぼ円

形である。規模は P１が径２５㎝、深さ７㎝、P２

が径１６㎝×１８㎝、深さ５㎝、P３が径２２㎝×２５㎝、

深さ４㎝、P４が径３１㎝×３７㎝、深さ９㎝、P５

が径２５㎝×３２㎝、深さ６㎝を測る。

遺物は土器・石鏃・土偶が出土している（第７・

８図）。

土器（第７図１～５３）は縄文時代後期前葉の堀

之内２式を主体とする。沈線文を施した１は堀之

内１式の可能性もあるが、他には確実な堀之内１

式はない。粗製土器・胴部破片の中には判然とし

ないものも含むが、ここではいずれも堀之内２式

として捉えておきたい。

２～１２・１５・１６は朝顔形深鉢形土器。２～１１は

横位の隆帯、２～５は８の字状の貼付文を施す。

７は波状口縁土器。一部に隆帯を施す。１２・１５・

１６は隆帯を施さない。

１３・１４は直線的に立ち上がる形態の深鉢形土器

で、地文縄文上に沈線文を施す。１３は横線、１４は

曲線文を施す。１７は直立気味に立ち上がる形態の

深鉢形土器で横線下に曲線的な文様を施す。一部

に縄文を施す。

１８は器面全体に縄文を施す深鉢形土器、１９～２０

は無文、２１は粗雑な沈線を施す。

２２～４９は深鉢形土器の胴部破片、５２・５３は底部

である。２２～３１は沈線間に充填縄文、３２～３４は沈

線文を施した朝顔形深鉢形土器の胴部破片。３５～

小林八束１遺跡

第６図 第４号住居跡
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第７図 第４号住居跡出土遺物（１）
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３７は地文縄文上に沈線を施す。３５は括れを有する

形態で８の字状の貼付文を施す。３８～４７はやや粗

雑な沈線文、４８・４９は縄文のみを施している。

５０・５１は浅鉢形土器。５０は丸みを帯びた形態。

口縁部に貼付文、内面に直線的な文様を施す。５１

は口縁部内面に同心円状の文様を施す。

５４は出土した石鏃である。無茎で、基部には逆

V字状に抉りが入る。長さ２．７㎝、幅１．７㎝、厚さ

０．２㎝、重さ０．８gで、石質はチャートである。

土偶が１点出土している。第４号住居跡は、古

墳時代の第３号住居跡と重複して検出されたため、

遺物の出土位置は、把握が困難であった。

検出された土偶は、高さが４．４㎝と小型の筒形

土偶であるが、全身像として作られており、胴下

半部の最大径が約４．２㎝、頭部と胴部を分ける括

れ部までの高さが２㎝強と、二頭身大で下半身が

寸詰まりの形状を呈する。

顔面は、最大幅３．１㎝、奥行き３．７㎝と、ほぼ

楕円形を呈し、眉と鼻は Y字状に貼り付けられ

た粘土で表現される。鼻孔は、小さな刺突で表現

される。眼の表現はなく、口は、深さ約８㎜の、

ロート状に凹む楕円形刺突で表現されている。

胴下半部は、括れ部に向って円錐状に収束し、

括れ部正面の真ん中には、両乳房が近接して貼り

付けられる。胴部底面は自然な丸みで表現される。

土偶底面のほぼ中央には、径１．５㎝、深さ１．２㎝

ほどの凹みが無作為に抉られる。

土偶には文様らしき文様はまったく観られない

が、頭部の右側面に、幅２㎜前後の短い沈線が３

本観察できる。

土偶の色調は明るい褐色で、焼成もしっかりし

ている。胎土中には白色および褐色の粒子、輝石

などが混じる。

土偶の形態および顔面の表現、乳房の位置や大

きさ、口腔がロート状の刺突で表現されているこ

と、底面の開口を意識した凹みが設けられている

点などから堀之内２式に伴う筒形土偶の一種と考

えられる。

小林八束１遺跡

第８図 第４号住居跡出土遺物（２）
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第１２号住居跡（第９～１３図）

C・D－２グリッドに位置する。南西側は調査

区域外で、北側は第２号方形周溝墓と重複し、当

住居跡の方が古い。全体の１／７ほどでの検出で

ある。

平面形は円形を呈すると推定され、確認できた

規模は東西が３．１５m、南北が１．８５m、深さ２５㎝程

度を測る。床面には土壙・ピットが１基ずつ検出

されたが、炉跡は確認できなかった。土壙の平面

形はほぼ円形で、規模は径７５㎝、深さ１０㎝を測る。

ピットの平面形は円形で径２６㎝、深さ１１㎝を測る。

遺物は縄文時代後期前葉の堀之内式が出土して

いる（第１０～１３図）。堀之内１式を含むが、２式

を主体としている。第１３図３～９以外はいずれも

深鉢形土器である。

第１０図１は朝顔形の深鉢形土器で、波状３単位

の土器である。波頂部には円孔を含む突起を施す。

波頂部から隆帯を垂下させて縦位に区画し、地文

縄文上に三角形の文様を多条に施している。縄文

は単節 LR。残存度は２０パーセントである。口縁

部に沿って１条沈線が施される。第１１図９～１２・

第１２図１は同種の土器で、同一個体と思われる。

第１０図２は屈曲する括れ部、外反する無文の口

縁部を有する深鉢形土器である。胴部最大径以下

の土器で、地文縄文上に多条の曲線文を施す。底

部は穿孔されている。残存度は３０パーセント。

第１０図３は胴部で丸みを帯び、直立気味に立

ち上がる形態の深鉢形土器である。器面全体に単

節 LRを横位・斜位に施す。胴部下半は無文であ

る。底部近くを欠損する。残存度は７０パーセント。

第１１図１～７・９～２２・２７は地文縄文上に各種

の沈線文を施す。１～７は口縁部の破片である。

口縁部に沈線を施す土器は５だけで、堀之内１式

の典型的な口縁部形態が認められない。７は口縁

部に沿って、点文を施す。９～１３は朝顔形の深鉢

形土器である。１４～２２・２７は地文縄文上に沈線を

施した胴部破片である。

第１１図８は屈曲する括れ部、外反する無文の口

縁部を有する深鉢形土器と思われる。円文を口縁

部内外面に施す。

第１１図２３～２６・２８～３６は沈線間に縄文を充填施

文する。弧状の沈線、縦位の沈線を施す。

第１１図３７～４７は沈線のみの施文による土器であ

る。３７は横位と縦位、３８は縦位と斜位、３９・４３・

４５・４７は縦位の沈線を施す。４０は弧線を斜沈線で

つなぐ、４１・４２は称名寺式の流れを汲む文様、４４・

４６は粗雑な格子目文を施す。

第１１図４８～５３は櫛歯状工具による文様を施す土

器である。４８～５１は口縁部破片でいずれも横位の

文様を施す。５０・５２は横位に加え、縦位にも文様

を施す。５３は斜位に施す。

第１２図には朝顔形の深鉢形土器をまとめた。

第１２図１は先の第１０図１、第１１図９～１３と同種

の土器で堀之内１式である。第１２図２は口縁部に

段差が巡る。第９図 第１２号住居跡
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－１７－



第１１図 第１２号住居跡出土遺物（２）
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第１２図３～１２は堀之内２式の朝顔形深鉢形土器

の口縁部破片である。口縁部の隆帯がなく、堀之

内２式でも古い段階のものと考えられる。１１は本

来の縄文施文部と磨消部が反転した構成をとる。

１２は８の字状の貼付文を施す。

第１２図１３～１７・２３は朝顔形深鉢形土器の口縁部

破片のうち口縁部に隆帯が巡る土器である。１６は

内文、１７は２条の隆帯を施す。

第１２図１８～２２・２４～４８は朝顔形深鉢形土器の胴

部破片である。１８～２２・２４～４０は三角形、菱形の

文様を施す。２９は地文縄文上に沈線を施した古い

様相を示す。１８～２２・２４～２８・３０～３７・４０は沈線

間に縄文を充填、３８・３９は沈線のみの施文である。

４１～４５は横線間に縄文を充填施文する。４６～４８は

曲線的な文様を施す土器である。

第１３図１・２は胴部にゆるい膨らみをもつ深鉢

形土器の胴部下半の破片である。１は横位区画下

端の横線が認められる。２もやはり横位区画下端

の横線・充填縄文が認められる。

第１３図３～５は体部に丸みを帯びて立ち上がる

形態の浅鉢形土器である。３は口縁部に隆帯を巡

らせる。曲線的な文様を施し、縄文を充填施文す

る。

第１３図６は沈線間に刺突を施す。注口土器と思

われる。第１３図７～９は浅鉢形土器である。７は

沈線間に刺突を施す。８・９は口縁部に沿って沈

線を施す。

第１３図１０～１４はいずれも深鉢形土器の底部であ

る。

第１３図１５・１６は小形の土器である。１５は口縁部

から底部付近にかけての土器で、全体に内湾する

形態。残存度は３０パーセントである。１６は底部付

近の破片で橋状の把手を施す。

第１０図１・２、第１１図５・９～１３、第１２図１は

堀之内１式と思われるが、その他は堀之内２式が

主体を占めると考えられる。

第１３図 第１２号住居跡出土遺物（４）
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（２）土壙

第１号土壙（第１４・１５図）

D－２グリッドに位置する。西側が第２号方形

周溝墓に切られ、東側は第１号方形周溝墓と接し

ている。平面形は不明であるが、規模は南北方向

が１．２０m、確認できた東西方向は０．９m、深さ０．７５

mを測る。

遺物は第１５図１～３１に示した。後期前葉の堀之

内式土器である。１～２９・３１は深鉢形土器、３０は

鉢形土器と思われる。

１～１０は縄文の施文がない土器である。１～４

は口縁部の破片である。１・３は沈線文と点文、

２・４は沈線文を施す。５～１０は沈線文のみを施

す胴部破片である。９・１０は朝顔形の深鉢形土器

である。

１１は地文縄文上に縦位の隆帯と多条の沈線を施

した朝顔形の深鉢形土器。１２は屈曲する形態の土

器で、磨消部がある。１３～２０は縄文、沈線文を施

す胴部破片である。２１～２６は縄文のみを施す胴部

破片である。

２７～２９は無文の口縁部破片である。３０は口縁部

に沿って、沈線文と点文を施す。３１は無文の底部

である。

第２号土壙（第１４・１５図）

B－３・４グリッドに位置する。第３・４号住

居跡と重複しているが新旧関係は不明である。平

面形は楕円形を呈し、規模は長軸０．９８m、短軸０．６８

m、深さは第４号住居跡の床面より０．６０mを測

る。覆土は１層のみで暗褐色土にローム粒子・ロ

ームブロックを含むものである。主軸方位はN

－８°－Wを指す。

遺物は第１５図３２～４６に示した。後期前葉の堀之

内式土器が出土した。いずれも深鉢形土器である。

３２～４２は沈線文のみを施文する。４３・４４は地文縄

文上に沈線文、４５・４６は沈線間に縄文を充填施文

小林八束１遺跡

第１４図 土壙
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第１５図 土壙出土遺物（１）
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する。

第３号土壙（第１４・１５図）

B－４グリッドに位置する。第３号住居跡と重

複し住居跡下から検出した。平面形は楕円形を呈

し、規模は長軸０．８５m、短軸０．６８m、深さ０．３０m

を測る。覆土は１層のみで暗褐色土にローム粒子

・ロームブロックを含むものである。主軸方位は、

N－２２°－Wを指す。

遺物は第１５図４７～６５に示した。後期前葉の堀之

内式土器が出土した。いずれも深鉢形土器である。

４７・４８は口縁部に沿って沈線間の点文、４９は沈線

が巡る。５０・５１は横線下に粗雑な格子目文を施す。

５２・５３も粗雑な格子目文を施す胴部破片である。

５４・５５・５７は沈線文、５８は地文縄文上に沈線文を

施す。５７は丸みを帯びた形態の土器で、口縁部に

８の字状の貼付文を施す。５９・６０は沈線、縄文を

施文する。６１・６２は朝顔形の深鉢形土器である。

６３～６５は無文部の破片である。

第５号土壙（第１４・１６図）

B－２グリッドに位置する。第２号溝と重複し、

東側が壊されていたが溝の深度が浅く全体を検出

できた。平面形はほぼ円形を呈し、規模は長径０．１０

m、短径０．９０m、深さ０．１６mを測る。覆土は１層

のみで暗褐色土にローム粒子・ロームブロックを

含むものである。主軸方位は、N－０°－Eを指

す。

遺物は第１６図１～７に示した。後期前葉の堀之

内式土器が出土した。いずれも深鉢形土器である。

１は口縁部に沿って沈線を施す。２は口縁部近く

の破片で、内面に沈線を施す。３は沈線のみを施

す。４・５は地文縄文上に沈線を施す。４は底部

付近の破片である。６は沈線間に縄文を充填施文

する。７は底部である。

第６号土壙（第１４・１６図）

B－２・３グリッドに位置する。平面形はほぼ

円形を呈し、規模は長径０．１０m、短径０．９０m、深

さ０．７０mを測る。覆土は１層のみで暗褐色土に

ローム粒子・ロームブロックを含むものである。

主軸方位は、N－６２°－Wを指す。

遺物は第１６図８～１１に示した。後期前葉の堀之

内式土器が出土した。いずれも深鉢形土器である。

８は無文土器の口縁部。９は沈線文、１１は縄文を

施文する。１０は底部付近の破片である。

第７号土壙（第１４・１６図）

C－２グリッドに位置する。平面形は楕円形を

呈し、長軸１．２６m、短軸０．８９m、深さは途中で段

差を有し北東側が深くなり、浅い部分は０．０８m、

深い部分は０．２２mを測る。覆土は１層のみで暗

褐色土にローム粒子・ロームブロックを含むもの

である。主軸方位は、N－５６°－Wを指す。

遺物は第１６図１２～４７に示した。後期前葉の堀之

内式土器が出土した。いずれも深鉢形土器。

１２～１４は沈線文のみを施す。１２は口縁部に沈線

が巡る。

１５～１８・２５・２７は地文縄文上に沈線文を施す。

１９は横線下に縄文を施す。

２０～２４・２８～３０は沈線間に縄文を充填施文する。

２６は無文土器の口縁部破片である。

３１～３８は櫛歯状工具による文様や細沈線を施す

土器である。３９～４４は縄文のみを施す土器である。

４５～４７は底部である。

第８号土壙（第１４・１６図）

B－２グリッドに位置する。第１１号住居跡と重

複し、第１１号住居跡に切られている。平面形はほ

ぼ円形を呈し、長径０．８０m、短径０．７５m、深さ０．３５

mを測る。覆土は１層のみで暗褐色土にローム

粒子・ロームブロックを含むものである。主軸方

位はN－５６°－Wを指す。

遺物は第１６図４８～５４に示した。後期前葉の堀之

内式土器が出土した。いずれも深鉢形土器である。

４８・４９は口縁部の破片である。４８は縄文のみを施

す土器である。４９は無文の土器である。５０～５４は

胴部の破片である。５０・５４は地文縄文上に沈線文、

５１・５２は縄文、５３は横線間に縄文を充填施文する。

小林八束１遺跡
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第１６図 土壙出土遺物（２）
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（３）グリッド出土遺物

出土土器（第１７～２３図）

縄文土器は後期の堀之内式を主体とし、早期か

ら晩期の土器を含む。

第Ⅰ群土器（第１７図１～２６）

縄文時代早期後葉の条痕文系土器群を一括する。

胎土に繊維を少量含み、内外面に条痕整形、もし

くは擦痕整形を施す。

１は縦位区画をさらに斜位の並行細沈線で区画

する。区画内に押引状の集合太沈線文を充填施文

する。野島式と思われる。

２～４は口縁部破片で、２・３は波状口縁を呈

する。２はやや先細りする丸頭状口唇部に、丸棒

状工具でやや斜位の押圧による刻みを施す。条痕

は外面横位、内面縦位に施す。３は口縁部が若干

外反する器形を呈し、丸棒状工具の刻みを斜位に

施す。条痕は内外面とも横位から斜位に施す。４

は先細り状に尖る口唇部に、繊維の茎状工具によ

る２連の刺突文を押引文状に施文する。内外面に、

縦横の条痕を施す。

５～２６は胴部破片。５～１１は内外面に擦痕状も

しくは細かな条痕整形を施し、繊維を若干含むも

のが多い。１２～２６は内外面に条痕整形を施す。１２

～１８・２１は比較的明瞭な条痕。他は内面の条痕整

形が弱い。いずれも繊維を若干含むが堅緻な土器

で、１９は繊維をほとんど含まない。

第Ⅱ群土器（第１７図２７～３８）

中期後葉の土器群を一括する。

２７～３７は口縁部文様帯をもつ加曽利E式系の

キャリパー系土器群である。２７は内湾しながら開

く口縁部文様帯に隆帯の渦巻文と楕円区画文から

成るモチーフを構成する。２８は２本隆帯で口縁部

に渦巻文を構成する。口縁部文様帯の地文には、

単節 RLを横位施文する。

２９～３４は胴部破片で、沈線懸垂文や蛇行沈線懸

垂文が垂下する。地文は３３が複節 LRLの縦位施

文以外、単節 RLの縦位施文である。

３５は磨消懸垂文を垂下するもので、地文は単節

RLの縦位施文である。また、３６は地文条線上に

沈線懸垂文を垂下するもので、３７は隆帯文区画内

に単節 RLを充填施文するものである。

３８は両耳壷系の土器。把手部分は剥落。頚部文

様帯を持ち、区画内に沈線を施文する。

以上、加曽利E式の後半段階のものが多いが、

２７～３４は磨消縄文が成立する以前のEⅡ式段階、

他は磨消縄文の成立以後のEⅢ式段階に比定さ

れるものと思われる。

第Ⅲ群土器（第１８図～第２２図、第２３図１～２６・３９

～４１）

縄文時代後期前葉から中葉の土器群を一括する。

堀之内式を主体とする。

第１８図１～１０、第１９図３６～４６は地文縄文を施さ

ない土器。称名寺式からの系統を引く土器を含む。

３６～４６は胴部破片である。堀之内１式。

第１８図１１～２８は屈曲する括れ部、外反する無文

の口縁部を有する土器群と思われる。２６～２８は括

れ部の破片である。堀之内１式。

第１８図２９～４４、第１９図１～３５は地文縄文を施す

土器群である。堀之内１式である。第１８図２９～３６

は朝顔形の深鉢形土器で、縦位の隆帯を施す。第

１８図３７～４４、第１９図１～２４はゆるく括れる形態の

ものや括れをもたず口縁部が直立気味に立ち上が

る形態のもの。第１９図２５～３５は胴部破片である。

第１９図４７～５１、第２０図１～３２は朝顔形の深鉢形

土器のうち、口縁部に横位の隆帯を施さない土器

群である。堀之内２式。後述する隆帯を施すもの

よりも総じて古い段階の土器が多いが、第２０図３２

のように内文を施す新しい段階のものも含む。第

１９図４７・４８・５０・５１、第２０図１・３は地文縄文上

に各種の沈線文を施しており、古い段階の様相を

示している。それ以外は沈線間に縄文を充填施文

する。

第２０図３３～５２、第２１図１～１６は朝顔形の深鉢形
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第１７図 グリッド出土遺物（１）
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第１８図 グリッド出土遺物（２）
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第１９図 グリッド出土遺物（３）
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第２０図 グリッド出土遺物（４）
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第２１図 グリッド出土遺物（５）
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第２２図 グリッド出土遺物（６）
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第２３図 グリッド出土遺物（７）
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のうち口縁部に横位の隆帯をめぐらせる土器群で

ある。隆帯下に各種の文様を施す。縄文は沈線間

に充填施文する。５０は多条の沈線と縄文を施す。

第２１図１１～１５は内文を、１６は２条の隆帯を施す。

堀之内２式。

第２１図１７・１８は器面全体に縄文を施す土器であ

る。１７は８の字状貼付と３条の横線、１８は８の字

状貼付と隆帯を施す。堀之内２式。

第２１図１９～３６は朝顔形深鉢形土器の胴部破片で

ある。各種の文様を施す。１９は地文縄文上に沈線

文を施す。２０～３３は沈線間に縄文を充填施文する。

３４～３６は縄文を施さず沈線のみの施文である。堀

之内２式。

第２２図・第２３図１～１６は粗製の深鉢形土器であ

る。単純な形態、ゆるく括れる形態の土器である。

いずれも堀之内式と思われる。

第２２図１～１４は器面全体に縄文のみを施す土器

である。第２２図１５～２２・２６・２７は無文の深鉢形土

器である。第２２図２３～２５・２８～３８は各種の沈線文

を施す。第２３図１～２６は櫛歯状工具による直線文

・曲線文を施す。

第２３図１７～２６はその他の形態や深鉢形以外の器

種である。１８は堀之内１式、他は堀之内２式であ

る。１７・２０は口縁部近くで括れ、口縁部が外傾す

る形態。括れ部に隆帯を巡らせ、１７は隆帯以下に

縄文を施す。１８・１９・２１は浅鉢形土器、２２～２６は

注口土器である。

第２３図２７～３０は後期中葉の加曽利B式である。

２７は鉢形土器。２８～３０は深鉢形土器である。２７・

３０は加曽利B１式、２８・３０は加曽利B３式と思わ

れる。

第２３図３９～４１には底部をまとめた。

第Ⅳ群土器（第２３図３１～３８）

縄文時代後期後葉から晩期の安行式土器を一括

する。

３１～３４は後期安行式の平口縁土器である。帯縄

文、縦長の貼付文等を施す。

３５～３７は紐線文土器である。３５・３７は安行２式、

３６は安行３a式である。３８は磨消縄文を施した安

行３b式の浅鉢形土器と思われる。

出土土製品（第２３図４２）

臼形の耳飾りである。およそ半分を欠損する。

残存する最大径１．７㎝、高さ２．５㎝である。

出土石器（第２４図１～１１）

１は無茎石鏃で、長さ３．３㎝、幅１．３㎝、厚さ

０．４㎝、重さ１．２g、石質はチャートである。

２は刃部を欠損する定角式の磨製石斧で、長さ

１２．２㎝、幅４．６５㎝、厚さ２．７５㎝、重さ２４７．７g、

石質は緑色凝灰岩である。

３・４は打製石斧で、側縁の中央に抉りを入れ

るものである。３は石皿の転用と考えられ、器面

には敲打痕が認められる。長さ１３．３㎝、幅７．８㎝、

厚さ３．１㎝、重さ４３３．２g、石質は緑泥片岩である。

４は長さ１４．０㎝、幅５．０㎝、厚さ１．９㎝、重さ１９１．９

g、石質は砂岩である。

５・６は磨石類で、敲石としても使用されてい

る。５は長さ６．８㎝、幅６．２５㎝、厚さ３．９５㎝、重

さ３０８gで、石質は安山岩である。６は長さ１１．３

㎝、幅８．６㎝、厚さ５．１㎝、重さ７２１．５g、石質は

安山岩である。

７は石皿の破片で、表裏面には凹部が複数認め

られる。長さ１３．４㎝、幅１３．５㎝、厚さ７．４㎝、重

さ１３５８．３g、石質は緑泥片岩である。

８は砥石で、長さ６．１５㎝、幅６．９㎝、厚さ２．３

㎝、重さ８８．４g、石質は砂岩である。

９は棒状の敲石で、側縁の一部を欠損する。長

さ１５．６㎝、幅３．８㎝、厚さ２．７５㎝、重さ１８１．５g、

石質は絹雲母片岩である。

１０・１１は石剣である。１０は先端部分を欠損後に

再加工を施しているもので、長さ２１．８㎝、幅３．２

㎝、厚さ２．６㎝、重さ３００．７g、石質は緑泥片岩で

ある。１１は長さ４．０㎝、幅３．２cm、厚さ０．７㎝、重

さ１１．２gで石質は緑泥片岩である。
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第２４図 グリッド出土遺物（８）
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３．古墳時代の遺構と遺物
（１）住居跡

第１号住居跡（第２５・２６図）

B・C－３グリッドに位置する。東側は調査区

域外で、南側は第１号方形周溝墓・第１号溝と重

複し、両者に切られていることから本住居跡が最

も古い。確認できた西辺を基準とすると主軸方向

はN－２７°－Eを指す。

平面形は正方形と推定され、確認できた規模は

西辺が３．６０m、北辺が３．３０m、深さ３３㎝を測る。

炉跡は西辺寄りにあり、楕円形で規模は長軸８７㎝、

短軸５０㎝、深さ７㎝ほどの浅い掘込みを検出した。

土壙は２基検出し、北西隅寄りのものはほぼ円形

で規模は径６１㎝、深さ６㎝ほどを測る。他の１基

は北東部の壁際にあり一部は調査区域外となって

いる。確認できた規模は、長軸７３㎝、短軸４４㎝、

深さ１５～２０㎝を測り、貯蔵穴の可能性がある。ピ

ットは南東部で検出し、平面形は楕円形で、規模

は長軸３３㎝、短軸２７㎝、深さ２４㎝を測る。

遺物は、土師器台付甕・壺が出土した。壺口縁

部（１）は炉から出土した。

第２号住居跡（第２７・２８図）

B－３グリッドに位置する。第１号溝と重複し、

壊されていることから溝より古い。主軸方向は

N－３７°－Eを指す。

平面形は僅かに台形を呈し、規模は長軸５．７５m、

短軸５．１５m、深さ１７㎝ほどを測る。床面の中央部

は南北３．５m、東西２．３mの方形範囲が僅かな高

まりをもち、高まりの外周に幅０．４～１．０mの極

浅い溝状のものが東辺を除いて廻っている。壁溝

は全周し、炉跡及びピットが検出された。炉跡は

住居跡北東辺寄りにあり、東部が第１号溝に壊さ

れており確認できた規模は東西４３㎝、南北５３㎝、

深さ１～３㎝の浅い掘込みを検出した。ピットは

６基検出した。P１～P４は主柱穴とみられ、径

３０～４５㎝の円形を主体とし深さは４０～６０㎝である。

小林八束１遺跡

第２５図 第１号住居跡
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P５は楕円形で長軸４３㎝、短軸３２㎝で深さ２３㎝で

あるが、柱痕が確認できた。P６は円形で径５７㎝

×６０㎝、深さ５０㎝を測る。

遺物は、土師器台付甕・甕・壺・小型壺・高坏

・器台が出土し、小型壺（１・２）、壺（６）、台

付甕（１１）、器台（１４）は床面で検出された。

第３号住居跡（第２９図）

B－３・４グリッドに位置し、東側は調査区域

外で、北側は第３号方形周溝墓・第４号住居跡・

第２・３号土壙と重複し、当住居は方形周溝墓よ

り古く、住居跡・土壙より新しい。確認できた西

壁・南壁を基準とすると、主軸方向はN－２５°

－Eを指す。

平面形は正方形と推定され確認できた規模は西

辺３．９８m、南辺３．４８mで、深さ２０㎝を測る。壁

溝が西辺と南辺の一部と西隅に土壙が検出された。

壁溝は幅１０～２０㎝、深さ４～９㎝を測る。土壙は

平面形はほぼ円形で、規模は長径６８㎝、短径６０㎝、

深さ２０㎝を測る。炉跡やピットは確認できなかっ

た。

遺物は、僅かに土師器片が出土したが、図示で

きるのもはなかった。

第５号住居跡（第３０・３１図）

A－３グリッドに位置する。北東側は調査区域

外で、第３号方形周溝墓・第１号溝と重複し、本

住居跡のほうが古い。検出された一辺を基準とす

ると主軸方向はN－４０°－Wを指す。

確認できた規模は辺が検出された部分は１．５７m、

東西方向２．０２m、深さ３７㎝を測る。ピットを１基

検出したが半分ほどは調査区域外で、平面形は円

形で、規模は径４５㎝ほどと推定され、深さは５５㎝

を測る。

遺物は、土師器壺が出土した。

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 壺 （１３．８） （２．７） － １５ ＧＨ 普通 にぶい黄橙 炉出土
２ 土師器 壺 － （５．０） ７．５ ９０ ＨＪ 普通 灰黄 1８―３
３ 土師器 台付甕 （１５．０） （７．７） － ４０ ＨＪ 普通 にぶい黄橙 1８―２
４ 土師器 台付甕 － （６．９） （８．２） ６０ ＨＪ 普通 灰黄褐 1８―４
５ 土師器 台付甕 （１８．０） ２７．８ （９．３） ４０ ＧＨ 普通 にぶい黄橙 1８―１

第２６図 第１号住居跡出土遺物

第２表 第１号住居跡出土遺物観察表（第２６図）
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第２７図 第２号住居跡
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第２８図 第２号住居跡出土遺物
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番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 壺 （１２．０） （１．５） － ２５ ＧＨ 良好 にぶい橙
２ 土師器 壺 （１４．８） （６．７） － ３０ ＧＨＩ 良好 にぶい黄橙

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 小型壺 ８．０ １１．６ ４．７ ９０ ＡＤＨＩＫ 普通 明黄褐 １８―５
２ 土師器 小型壺 ９．２ （８．７） － ５０ ＧＨ 普通 灰褐 外面及び口縁部赤彩
３ 土師器 台付甕 （１４．８） （６．０） － ２０ ＧＨＩ 普通 にぶい黄橙
４ 土師器 壺 （１１．６） （２．３） － ５ ＧＨＩ 普通 にぶい黄褐
５ 土師器 壺 － （２．６） ６．０ ７０ Ｇ 普通 にぶい黄橙 外面及び口縁部赤彩
６ 土師器 壺 （１２．２） １７．５ ８．０ ７０ ＢＧＨ 普通 にぶい褐 外面及び口縁部赤彩 １８―６
７ 土師器 高坏 （１９．８） ６．４ － ４０ ＣＨＩ 良好 灰黄 外面赤彩 １９―３
８ 土師器 高坏 － （５．６） － ６０ ＨＩ 普通 橙 透孔４孔
９ 土師器 台付甕 （２２．２） （４．３） － ５ Ｇ 普通 にぶい赤褐
１０ 土師器 台付甕 １４．０ （１２．９） － ６０ ＧＨＪ 普通 黒 １９―１
１１ 土師器 台付甕 ２１．３ １６．６ － ７０ ＡＨＩＫ 普通 褐灰 粗いハケ目 １９―２
１２ 土師器 台付甕 － （５．９） － ５０ ＡＤＧＨ 普通 にぶい黄褐
１３ 土師器 台付甕 － （３．８） － ９０ ＧＨＫ 普通 にぶい黄褐
１４ 土師器 器台 ９．６ ９．６ （１０．６） ６０ ＡＧＪＫ 普通 橙 器壁磨滅 透孔４孔 １９―４

小林八束１遺跡

第３表 第２号住居跡出土遺物観察表（第２８図）

第２９図 第３号住居跡

第４表 第５号住居跡出土遺物観察表（第３１図）
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第６号住居跡（第３２・３３図）

Ａ・Ｂ－４グリッドに位置する。南東側は調査

区域外で、南西側で第３号方形周溝墓と重複し、

方形周溝墓に切られている。主軸方向はN－３２°

－Eを指す。

平面形は正方形を呈すると推定され、確認でき

た規模は長軸３．１４m、短軸２．７５m、深さ３０㎝を測

る。炉跡とピットが検出された。炉跡は平面形が

ほぼ円形の径５０㎝×６０㎝、深さ５㎝を測る浅い掘

り込みが確認された。ピットは半分ほどが調査区

域外である。平面形は円形を呈し、径５５㎝と推定

され、深さ１６㎝を測る。

遺物は、台付甕・壺・高坏が出土した。台付甕

（３）はピットから出土した。

第３１図 第５号住居跡出土遺物

第３０図 第５号住居跡

第３２図 第６号住居跡
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第７号住居跡（第３４・３５図）

A－３グリッドに位置する。住居跡の一辺の一

部が確認されたがほとんどが調査区域外となって

いる。確認された辺を基準とすると主軸方向は

N－３２°－Eを指す。

平面形は不明で、規模は確認できた辺は２．４５m

を測る。

遺物は、坏・壺が出土した。

第８号住居跡（第３６図）

C－３グリッドに位置する。住居跡の東側ほと

んどが調査区域外で、北側は第１号方形周溝墓と

重複し、住居跡のほうが古い。確認できた西辺を

基準にすると主軸方向はN－２°－Eを指す。

平面形は方形を呈すると推定され、確認できた

規模は長軸３．１０m、短軸１．１５m、深さ２１㎝を測る。

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 台付甕 １８．８ ３１．８ １０．４ ６０ ＢＨ 普通 にぶい黄橙 １９―５
２ 土師器 壺 （１６．３） （３．１） － １５ ＨＪ 良好 にぶい黄橙 内面赤彩 単節 LR左→右

施文 口唇上同一施文
３ 土師器 台付甕 １５．６ （１９．３） － ９０ ＨＩ 普通 灰黄褐 ピット出土 １９―６
４ 土師器 高坏 － （５．２） － ９５ Ｈ 普通 にぶい黄橙 透孔３孔 ２０―１

小林八束１遺跡

第３３図 第６号住居跡出土遺物

第５表 第６号住居跡出土遺物観察表（第３３図）

第３４図 第７号住居跡
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ピットのみを検出し、平面形は円形で径３２㎝×３５

㎝、深さ９㎝を測る。

遺物は、土師器片が１点出土したのみで図示で

きるものはなかった。

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 坏 （１６．６） （４．２） － １５ ＨＪ 普通 褐灰 内面赤彩
２ 土師器 壺 － （２．５） ５．６ ６０ ＢＨ 普通 暗灰黄 底部外面一部ヘラ磨き

第３５図 第７号住居跡出土遺物

第６表 第７号住居跡出土遺物観察表（第３５図）

第３６図 第８号住居跡

第３７図 第９号住居跡
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第９号住居跡（第３７図）

C－２グリッドに位置する。東側と南側で第１

・２号方形周溝墓と重複し、いずれにも切られて

おり本住居跡のほうが古い。掘り込みが浅く掘形

と遺物出土範囲から住居跡と判断したもので掘形

に沿った主軸方向はN－４０°－Eを指す。

平面形は方形を呈すると推定され、確認できた

規模は長軸４．９８m、短軸１．３２mである。ピット

が２基検出され、P１は円形を呈し、規模は径３２

㎝×３６㎝、段差を有し深さは南側のテラス状部分

が７㎝、北側部分が２３㎝を測る。P２は円形を呈

し、径３７㎝×４０㎝、深さ１４㎝を測る。

遺物は、土師器片１点が出土したのみで図示で

きるものはなかった。

第１０号住居跡（第３８・３９図）

A・B－２グリッドに位置する。主軸方向はN

－３８°－Eを指す。

平面形は正方形で、規模は長軸２．９２m、短軸２．７５

m、深さ３１㎝を測る。土壙とピット３基が検出さ

れた。土壙は住居跡の北東辺寄りにあり、平面形

は楕円形を呈し、規模は長軸９０㎝、短軸６０㎝、深

さ７㎝ほどの浅い掘込みを検出した。ピットは P

１・P２は小型で P３は２基に比し大きい。P１

の平面形は円形を呈し、規模は径２０㎝×２５㎝、深

さ２０㎝を測る。P２の平面形は円形を呈し、規模

は径２１㎝×２３㎝、深さ２６㎝を測る。P３の平面形

は燕京を呈し、径５１㎝×６１㎝、深さ２０㎝を測る。

遺物は、土師器台付甕・小型壺・高坏・ミニチ

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 小型壺 － （１８．３） ５．８ ９０ ＡＧＨＩ 普通 にぶい黄橙 ２０―２
２ 土師器 台付甕 １６．８ （２２．０） － １００ ＢＨＪ 普通 にぶい橙 ２０―３
３ 土師器 台付甕 － （４．９） （５．８） ３０ ＧＨＩ 普通 灰黄褐
４ 土師器 ミニチュア － ２．７ ３．５ ９０ ＡＨＩ 普通 にぶい黄橙
５ 土師器 高坏 １８．３ （５．８） － ７０ Ｈ 普通 にぶい黄橙 ２０―５
６ 土師器 高坏 １８．１ ９．４ ８．４ ９０ ＢＧＨＩ 普通 にぶい橙 ２０―４
７ 土師器 高坏 １９．８ （６．２） － １００ ＡＨ 普通 にぶい黄橙 歪み割れ ２０―６
８ 土師器 高坏 － ３．８ （１８．０） ３０ ＡＩＪ 普通 浅黄橙 透孔３孔

小林八束１遺跡

第３８図 第１０号住居跡

第７表 第１０号住居跡出土遺物観察表（第３９図）
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ュア土器が出土した。小型壺（１）、台付甕（２）

はピット３から出土し、高坏（６）は床面からの

出土のものである。（５）は高坏の坏部で坏の下

に更に受け部状の装飾が施されている。

第１１号住居跡（第４０・４１図）

Ｂ・Ｃ－２グリッドに位置する。西北辺が調査

区域外で、第８号土壙と重複している。土層の状

況から本住居跡の方が新しい。主軸方向はN－

４３°－Wを指す。

平面形は隅丸方形で長軸３．３０mの範囲が確認

でき、短軸は２．７９m、深さ３６㎝を測る。炉跡やピ

ット等の施設は確認できなかった。

遺物は、壺・台付甕・甕が出土した。壺（１）

は、頸部直下に幅５㎝程の縄文帯があり、下位に

RL、上位に LRの縄文を左から右へ施文し羽状

の効果。下位の RL原体は、末端に�の縄で作っ

た結び目を２つ有するもので縄文帯の下端を２条

の結節縄文で画している。

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 壺 １３．１ ２６．７ （７．８） ８０ Ａ 普通 浅黄橙 赤彩 肩部羽状縄文・結接縄文 ２１―１
２ 土師器 壺 － （１１．６） （１０．０） ２５ ＢＨ 普通 褐灰
３ 土師器 甕 － （５．５） ５．０ ３０ Ｈ 普通 明黄褐
４ 土師器 台付甕 １３．６ １３．７ － ７０ ＢＧ 普通 黒 S字状口縁 ２１―３
５ 土師器 台付甕 － （１０．４） ７．５ ７０ ＣＨ 普通 にぶい橙 ２１―５
６ 土師器 小型甕 （１５．６） １４．０ （７．０） ３５ ＣＧＨ 普通 にぶい橙 ２１―４

第３９図 第１０号住居跡出土遺物

第８表 第１１号住居跡出土遺物観察表（第４１図）
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小林八束１遺跡

第４０図 第１１号住居跡

第４１図 第１１号住居跡出土遺物
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（２）方形周溝墓

第１号方形周溝墓（第４２・４３図）

Ｃ・Ｄ－２・３グリッドに位置する。およそ全

体の１／２が調査区域外で、第２号方形周溝墓、

第８・９号住居跡、第１・２号溝と重複している。

土層から第２号方形周溝墓を掘り込んでおり、当

方形周溝墓の方が新しい。第８・９号住居跡を壊

して周溝を掘り込んでおり、住居跡のほうが古い。

第１号溝は掘込みが深く方形周溝墓が壊されてい

る。新旧関係は、第１号溝が最も新しく、第１号

方形周溝墓、第２号方形周溝墓、２軒の住居跡の

順に古くなる。

全体の平面形は隅丸方形を呈すると推定され、

確認できた規模は南北１２．２７m、東西１２．６０mで

ある。主軸方位はN－１０°－Eを指す。

方台部は隅丸方形を呈すると推定され、確認で

きた規模は南北９．５m、東西６．４７mである。墳丘

盛り土は、２０㎝～４５㎝の厚さが確認されたが埋葬

施設は確認できなかった。

周溝は全周すると推定され、北西コーナーの周

溝の内周は方台部が隅切状となり、外周も一部が

広がっている。北西コーナーの溝が広く、他はほ

ぼ同じである。最大幅５．４４m、最小幅２．００mで、

断面形は低い逆台形状で、方台部側と溝外周の立

ち上がりは緩やかである。北溝が深さ６４㎝～７２㎝

と深く、西溝は深さ１６㎝～３１㎝と浅い。

北溝は、西側が調査区域外で、長さ１２．６０mの

範囲を確認した。幅は２．００m～３．６０m、深さは６４

㎝～７２㎝で、溝底面は西に向かって高くなる。

西溝は、東側・南側調査区域外で、長さ１２・２７

mの範囲を確認した。幅は２．３０m～５．４４m、深さ

は１６㎝～３１㎝で、溝底面は平坦である。

遺物は、土師器台付甕・壺・小型壺・坩・器台・

高坏の地に土玉が出土した。高坏（２１）・器台（２３）

は西溝から出土した。

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 小型壺 － （３．２） － ４０ ＧＩ 普通 にぶい橙
２ 土師器 小型壺 － （２．０） － １５ ＧＩ 普通 にぶい褐
３ 土師器 小型壺 － （３．４） － １０ ＧＨ 普通 橙
４ 土師器 坩 － （８．６） ３．５ ４０ ＧＨＩＪ 普通 にぶい黄橙 ２１―６
５ 土師器 小型壺 － （８．３） ３．３ ２５ ＧＨ 普通 にぶい褐 底部穿孔
６ 土師器 壺 － （１．３） ８．３ ５０ ＧＨ 普通 にぶい黄橙 底部外面磨き
７ 土師器 壺 － （２．８） ７．７ ８０ ＧＨＩ 良好 灰黄褐
８ 土師器 壺 － （３．４） （８．０） ２０ ＡＧ 良好 にぶい黄橙
９ 土師器 台付甕 － （４．０） － ５ ＨＩ 良好 褐灰
１０ 土師器 台付甕 （１３．４） （３．０） － ２０ ＧＩＪ 普通 にぶい橙
１１ 土師器 台付甕 （１４．７） （７．１） － ２０ Ｈ 普通 にぶい黄橙
１２ 土師器 台付甕 － （１４．３） － ７０ ＢＩＪ 普通 灰黄 ２２―１
１３ 土師器 台付甕 － （１３．３） ７．５ ５０ ＧＨ 普通 にぶい黄橙 ２２―２
１４ 土師器 台付甕 － （６．７） （７．９） ４５ ＨＩ 普通 黄褐 ２２―３
１５ 土師器 台付甕 － （４．８） － ８０ Ｈ 普通 灰黄褐
１６ 土師器 台付甕 － （４．７） － ４５ Ｉ 良好 にぶい褐
１７ 土師器 高坏 － （４．７） － ９０ ＨＩ 普通 にぶい黄橙 透孔有り
１８ 土師器 高坏 － （５．０） （１６．４） ４０ ＧＨ 普通 にぶい黄橙
１９ 土師器 高坏 － （３．４） （１４．７） ３０ ＧＨＩ 普通 にぶい黄橙
２０ 土師器 高坏 － （２．７） （１５．８） ２５ Ｈ 良好 灰褐
２１ 土師器 高坏 － （５．５） １６．２ ７０ ＧＨ 普通 にぶい褐 ２２―４
２２ 土師器 器台 － （５．２） － ３０ ＧＨＩ 普通 にぶい橙 透孔４孔
２３ 土師器 器台 ７．２ ８．６ （８．８） ８０ ＧＨＩ 普通 にぶい橙 透孔３孔 ２２―５
２４ 土製品 土玉 径２．８×２．６ 高さ２．５ 孔径０．８ １００ ＢＧ 普通 重さ１４．８３g
２５ 土製品 土玉 径（２．６）高さ２．８ 孔径（０．６） ５０ Ｈ 普通 重さ（９．０８）g

第９表 第１号方形周溝墓出土遺物観察表（第４３図）
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第４２図 第１号方形周溝墓
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第４３図 第１号方形周溝墓出土遺物
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第２号方形周溝墓（第４４・４５図）

C－１・２、D－２グリッドに位置する。およ

そ全体の１／２が調査区域外で、第１号方形周溝

墓、第９・１２号住居跡、第１号土壙が重複してい

る。第１号方形周溝墓に切られており、そのほか

の住居跡・土壙を切っており、新旧関係は、第１

号方形周溝墓が最も新しく、第２号方形周溝墓、

第９号住居跡、第１２号住居跡と第１号土壙の順に

古くなる。

全体の平面形は隅丸方形を呈すると推定され、

確認できた規模は南北９．７７m、東西１１．４mであ

る。主軸方位はN－２２°－Wを指す。

方台部は隅丸方形を呈すると推定され、東溝南

端でも方台部のコーナーが確認され規模は南北

小林八束１遺跡

第４４図 第２号方形周溝墓
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７．０４m、確認できた東西６．７６mである。墳丘盛

り土は、確認できなかった。

周溝は全周すると推定され、北溝の西側と東溝

の南側が細く、東溝の北側が広くなっている。最

大幅２．４０m、最小幅１．２９mで、断面形は逆台形

状で、方台部側と溝外周の立ち上がりはやや急で

ある。北溝が深さ８４㎝～９８㎝深く、西溝は深さ５３

㎝～８４㎝と浅い。

北溝は、西側が調査区域外で長さ１１．４０mの範

囲を確認した。幅は１．２９m～１．９３m、深さは８４㎝

～９８㎝で、溝底面ほぼ平坦であるが、東部で段差

を有し５０㎝ほど高くなる。

東溝は、ほぼ検出でき長さ９．７７m、幅は１．３５m

～２．４０m、深さは５３㎝～８４㎝で、溝底面は北に向

かって高くなる。

出土遺物は、土師器台付甕・小型壺・小型甕・

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 小型壺 （１１．０） （６．７） － ２０ Ｇ 普通 浅黄橙 赤彩
２ 土師器 台付甕 （１６．２） （１１．１） － ２５ ＧＨＪ 普通 灰黄褐
３ 土師器 台付甕 １１．０ （７．７） － ７０ ＢＨ 普通 灰黄褐 ６と同一個体 ２２―６
４ 土師器 台付甕 （１６．４） （７．８） － ２０ ＡＨＩ 普通 にぶい橙
５ 土師器 台付甕 （１７．８） （６．１） － ２５ Ｇ 普通 にぶい黄橙
６ 土師器 台付甕 － （７．５） － ３０ ＢＨ 普通 灰黄褐 ３と同一個体
７ 土師器 壺 － （２．４） （１０．０） ４５ ＨＫ 普通 明黄褐
８ 土師器 台付甕 － （１０．３） （９．２） ７０ ＧＨＪ 普通 にぶい橙 ２３―１
９ 土師器 高坏 － （４．２） － ８０ ＧＨＩ 普通 褐 内外面赤彩 透孔３孔
１０ 土師器 高坏 － （３．１） － ８０ ＡＧＩＪ 普通 灰黄 内外面赤彩 透孔４孔
１１ 土師器 器台 （７．５） （６．３） － ７０ ＡＫ 普通 にぶい黄橙 透孔４孔？
１２ 土師器 器台 ８．４ （５．９） － ６０ ＡＧＨ 普通 にぶい黄橙 透孔４孔？

第４５図 第２号方形周溝墓出土遺物

第１０表 第２号方形周溝墓出土遺物観察表（第４５図）
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小林八束１遺跡

第４６図 第３号方形周溝墓
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壺・高坏・器台が出土した。

第３号方形周溝墓（第４６・４７図）

A・B－３・４グリッドに位置する。南西溝の

みの検出で、ほとんどが調査区域外である。第３・

４・５・６号住居跡、第１号溝と重複している。

住居跡はいずれも壊して築造されている。第１号

溝には切られており、新旧関係は、第１号溝が最

も新しく、第３号方形周溝墓、第３・５・６号住

居跡、第４号住居跡順に古くなる。

全体の平面形は隅丸方形を呈すると推定され、

確認できた規模は東西１３．８mである。主軸方位

はN－５０°－Eを指す。

方台部は隅丸方形を呈すると推定され、南東部

と北西部の方台部コーナーとなる部分が確認でき

規模は東西９．７mである。墳丘盛り土は、１５㎝～

２５㎝確認できたが、埋葬施設は確認できなかった。

周溝は全周すると推定され、南西溝の中央が広

く両コーナー寄りが狭くなっている。最大幅３．５０

m、最小幅２．４５mで、断面形は逆台形状で、方

台部側の立ち上がりはやや急で、溝外周は緩やか

である。溝の深さ８７㎝～９５㎝で、溝底面はほぼ平

坦である。

遺物は、土師器壺が出土した。

（３）グリッド出土遺物（第４８図）

グリッド出土遺物は、C－２グリッドからと表

採遺物で、第１号方形周溝墓と第２号方形周溝墓

に関連するものである。

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 壺 － （２２．０） － ３５ ＧＨＩＪＫ 普通 灰黄 器壁荒れ

番号 種別 器種 口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

残存
（％）

胎 土 焼成 色 調 備 考 図版

１ 土師器 坩 － （１０．５） ４．１ ６０ ＢＧ 普通 にぶい橙 C－２g. ２３―２
２ 土師器 壺 － （１２．３） － ５０ ＧＨＪ 普通 にぶい黄橙 C－２g． 焼成後底部穿孔 ２３―３
３ 土師器 小型甕 （１６．０） ５．２ － ４０ ＧＨＩ 普通 にぶい褐 C－２g.
４ 土師器 壺 － （３．２） （７．６） ３５ ＧＨ 良好 にぶい黄橙 C－２g.
５ 土師器 高坏 （１９．４） （７．７） － ３０ ＧＩ 普通 にぶい黄橙 C－２g.
６ 土師器 高坏 － （６．７） （１２．３） ４５ Ｈ 良好 にぶい黄橙 C－２g． 透孔３孔 ２３―４
７ 土師器 高坏 － （５．６） （１７．６） ５０ ＧＨＩ 普通 明黄褐 C－２g． 透孔３孔
８ 土師器 器台 （７．８） （６．８） － ４０ ＨＫ 普通 にぶい褐 C－２g． 透孔４孔 ２３―５
９ 土師器 坩 ７．６ ７．８ ３．９ １００ ＡＨ 普通 褐 表採 ２３―６

第４７図 第３号方形周溝墓出土遺物

第１１表 第３号方形周溝墓出土遺物観察表（第４７図）

第１２表 グリッド・表採出土遺物観察表（第４８図）
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４．その他の遺構と遺物
（１）炭焼窯

第１号炭焼窯（第４９・５０図）

A－２・３グリッドに位置する。東側で第１号

溝と重複し、切られていることから炭焼窯が古い。

燃焼部が第１号溝に切られており確認できた長

さは６．５０mである。煙突部などは確認できず、

焼成部は長さ５．７５m、最大幅２．００m、床面の勾配

は窯尻と燃焼部との境で高低差７㎝とほぼ平坦で

ある。窯底は被熱して焼けたローム上に炭化物層

・焼土層・炭化物層の互層が確認された。燃焼部

と焼成部の境はやや括れ幅１．４５㎝を測る。焼成

部は現存の長さ１．２５m、幅１．６５m～１．７０mで焼成

部より２０㎝ほど低く窪んでいる。窯尻寄りの覆土

中位から径１１㎝、長さ１７㎝の若干炭化した丸太材

が出土し、床面からは小さいやや炭化した木材小

片が出土した。

遺物は、窯尻から２．５mほどの北壁際の窯底付

近から木�土偶片が出土した。燃焼部からは石製

管玉が窯底から１０㎝ほど浮いた状態で出土した。

１４C－AMSの-年代測定結果によると、炭焼窯

出土の木炭から、奈良時代と平安時代前半の前葉

（８世紀代と９世紀代）の年代測定結果（Ⅴ－１

を参照）がでている。

土偶（第５０図１）

縄文時代の土偶頭部が炭焼窯の北壁際、床面直

上から出土している。炭焼窯の年代については、

８～９世紀頃という測定結果が出ており、土偶に

は、二次的に火を受けた痕跡がなく、炭焼窯の稼

働終了後、埋没までの間に、何らかの事情で炭焼

窯の内部に入り込んだものと考えられる。

検出されたのは木菟土偶の頭部破片で、頭頂部、

小林八束１遺跡

第４８図 グリッド出土・表採遺物
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第４９図 第１号炭焼窯

第５０図 第１号炭焼窯出土遺物

－５４－



左側の結髪および耳、右眼を欠いている。残存部

位の高さ８．５㎝、最大幅９．５㎝、厚さ約３．３㎝と、

完形であれば高さが２５㎝を超える大型の土偶にな

ると推定できる。

顔面の輪郭、眉および鼻は、木菟土偶に特有の

隆帯による貼り付けで表現される。顔面の輪郭か

ら眉にかけての隆帯上面には、細かい刻みが施さ

れている。鼻梁部分には不規則な円形刺突が施さ

れ、鼻孔は浅い凹みで表現される。両眼と口およ

び耳は、円形粘土を貼り付けた後、中央を窪め、

ドーナツ状に残った縁の上面には、顔の輪郭と同

様の刻みが施される。口は、眼や耳に比べやや楕

円形を呈している。耳の部分は、耳飾りを装着し

た状態を表現していると考えられる。なお、右眼

は焼成後に剥落したと考えられる。

頭頂部から後頭部にかけては、結髪状の表現が

あったと思われるが、大半の部分が欠落している。

結髪状の突起は、前頭部中央および左右の頭頂部

に付けられていたと考えられる。特に左右の突起

は後方に向かってラッパ状に開いていた可能性が

強く、内側の付根部分には、低い円形の瘤が付け

られていたようである。

頭部の背面は、縄文（RL）と沈線による入り

組み文で施文されている。施文順序は、縄文が先

で、沈線は後に施されたことが観察できる。

なお、土偶の地色は暗い褐色であるが、顔面の

輪郭や耳の刻み、結髪の一部などに赤色顔料の痕

跡が観察でき、全体に赤彩が施されていたと考え

られる。焼成はしっかりしており、胎土も比較的

緻密であるが、若干の砂粒が混じる。

土偶の表現や背面の文様などから、安行３a式

に伴う木菟土偶と考えられる。

管玉（第５０図２）

黒味がかった滑石製のもので、長さ１．９㎝、外

径０．８㎝、孔径０．４㎝、重さ１．９７gで、周溝墓から

のものと考られる。

（２）土壙

第４号土壙（第５１図）

B－３グリッドに位置する。平面形は楕円形を

呈し、北東部がピット状突出している。長径１０２

㎝、短径８６㎝、深さ３５㎝を測る。北東部のピット

状の部分は深さ５１㎝を測る。主軸方位はN－５１°

－Wを指す。

（３）溝跡

第１号溝（第５２・５３図）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ－３、D－２グリッドに位置す

る。調査区を縦断し、重複する遺構いずれよりも

新しい。北部はN－９°－E方向、Ｂ・Ｃ－３

グリッドにかけて極わずかに湾曲し、南部はN

－１０°－E方向に延びる。

規模は全長３５m、幅１．２６m～１．５５m、深さは０．４m

～０．８３mを測るが、溝底面の高低差はさほどな

い。

第２号溝（第５２・５３図）

A－３、B－２・３、C－２グリッドに位置する。

調査区を縦断し、他の遺構と重複するがいずれの

溝よりも新しい。N－１５°－E方向に延びる。

規模は全長２３m、幅０．６m～１．００m、深さは２㎝

～６㎝であるが４㎝程度が多い。

小林八束１遺跡

第５１図 第４号土壙
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第５２図 第１・２号溝（１）
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第３号溝（第５図）

D－２グリッドに位置する。N－２４°－W方向

に延びる。長さは２．５６mの範囲で確認でき、幅

２５㎝、深さ５㎝を測る。

小林八束１遺跡

第５３図 第１・２号溝（２）
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Ⅳ 小林八束２遺跡の調査

１．遺跡の概要
小林八束２遺跡は小林八束１遺跡の南約２５０m

に位置し、調節池の東に隣接している。同じく埋

没ローム台地上に立地する遺跡で、標高は１１m

程度である。

検出した遺構は、縄文時代早期の炉穴群４群（炉

穴２９基）、土壙３７基、溝跡１条、ピット６基であ

る。総じて出土遺物は少なく、炉穴より縄文早期

の条痕文系土器が出土した。土壙・ピットからの

出土遺物はほとんどなく、遺構の時期は明確でな

い。

縄文時代早期の炉穴は重複して確認され、大き

く４群に分かれる。第１号炉穴群と第２号炉穴群

は調査区北西部中央に隣接して位置し、第３号炉

穴群は第１・２号炉穴群の南東に隣接し、調査区

中央に位置する。第４号炉穴群は調査区北東部に

位置する。

第１号炉穴群は炉穴が９基検出され、地山のロ

ーム赤変範囲が確認された炉穴は５基で、第３号

第５４図 小林八束２遺跡全体図
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炉穴と第４号炉穴からは土器が出土した。

第２号炉穴群は炉穴が６基検出され、焼土が確

認された炉穴は３基で同時に地山ロームの赤変範

囲が確認された。

第３号炉穴群は３基の炉穴が検出され、焼土が

確認できたのは２基で、１基の炉穴で地山ローム

の赤変範囲が確認された。第１６号炉穴から土器が

出土した。

第４号炉穴群では１１基の炉穴が確認でき、地山

ロームの赤変範囲が確認できたのは６基で、第３２

号炉穴から土器が出土した。

土壙の平面形はほぼ楕円形で、主軸長は１～２

mほど、短軸長は０．５～１mほどのものが主体で

ある。

溝跡は調査区を横断するが、西側は撹乱を受け、

東側は炉穴により確認できなかった。

２．遺構と遺物
（１）炉穴群

第１号炉穴群（第５５・６０図）

B－２グリッドに位置する。第１号炉穴から第

９号炉穴の９基の炉穴が、６．０m×３．５mほどの

範囲にあり重複している。

土層断面から第６号炉穴、第２号炉穴と第５号

炉穴の間、第９号炉穴の土層が同じであることか

ら、広範囲に火入れをした後、炉穴を設けられた

とも考えられる。

第６０図８～１７は、第１号炉穴群全体から出土し

た土器群である。いずれも胴部破片で、８～１１は

内外面に条痕整形を施すもので、１２～１７は擦痕整

形を施すものである。いずれも繊維を少量含み、

焼成の良い土器群である。

第１号炉穴

炉穴群の最も南側に位置する。北側で第２・６

号炉穴と重複し、第２号炉穴には切られているが

第６号炉穴との新旧関係は不明である。平面形は

二等辺三角形を呈し、主軸方位はN－２５°－W

を指す。規模は主軸長１．８８m、底辺部１．６０m、深

さ０．２１mを測る。西辺部に炉底から深さ０．０８m

ほどの楕円形の掘り込みがある。

第２号炉穴

第１号炉穴の北側に位置する。第１・６号炉穴

と重複し、両炉穴を切っている。平面形はやや歪

んだ楕円形を呈し、N－５８°－Eを指す。規模は

長軸１．７０m、短軸１．０８m、深さ０．１８mを測る。被

熱して焼土ブロック化した、地山ロームの炉床が

確認できた。

第３号炉穴

第２号炉穴の北東側に位置する。第２・４・５

号炉穴と重複し、いずれの炉穴にも切られている。

平面形はやや歪んだ楕円形を呈し、主軸方位は

N－４８°－Eを指す。規模は長軸１．５m程、短軸

１．３３m、深さ０．５５mを測る。炉床西側で、被熱

し焼土ブロック化した地山ロームが確認できた。

出土遺物は第６０図１～４、炉床近くから検出さ

れた。１～４は同一個体の可能性が高く、外面に

部分的な条痕整形を施し、内面に擦痕状の整形を

施す尖底深鉢である。４は底部で、鋭角の尖底を

呈する。１～４は胴部の輪積み成形部で若干括れ

るが、繊維の含有が少なく、焼成も良好で堅緻な

土器である。

第４号炉穴

炉穴群の最も東側に位置する。第３号炉穴と重

複し、第３号炉穴の上部を切っている。平面形は

楕円形を呈し、主軸方位はN－１０°－Wを指す。

規模は長軸０．８６m、短軸０．６５m、深さ０．３７mを測

る。被熱して焼土ブロック化した、地山ロームの

炉床が確認された。

遺物は、覆土中位で第６０図５～７が出土した。

５～７は同一個体と思われ、５は角頭状の口唇部

が緩く外反する器形を呈し、口唇上に丸棒状工具

による押圧状の斜位の刻みを施している。内外面
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第５５図 第１号炉穴群

－６０－



とも擦痕状の整形を施しており、繊維を微量に含

む。６・７は胴部破片で、内面に条痕が僅かに残

る。繊維を微量に含み、堅緻な土器である。

第５号炉穴

炉穴群の中央部付近やや北寄りに位置する。第

３・７・８号炉穴と重複し、すべての炉穴を切っ

ている。平面形は隅丸長方形を呈し、主軸方位は

N－４４°－Wを指す。規模は長軸１．１０m、短軸０．９

m、深さ０．６１mを測る。被熱して焼土ブロック

化した、地山ロームの炉床が確認できた。

第６号炉穴

炉穴群の中央付近の西側、第２号炉穴の西側に

位置する。第１・２号炉穴と重複し、第２号炉穴

には切られているが、第１号炉穴との新旧関係は

不明である。平面形は楕円形を呈すると推定され、

主軸方位はN－４３°－Eを指す。規模は長軸１．３９

m、短軸０．４５mだけ確認でき、深さ０．２０mを測

る。

第７号炉穴

炉穴群の中央よりやや北西側に位置する。第２

・５・６・８・９号炉穴と重複し、第５・６・８

号炉穴に切られ、第９号炉穴との新旧関係は不明

である。北東側に第５・８号炉跡があり全体は不

明で、平面形は円形もしくは楕円形を呈すると推

定される。規模は長軸１．６０m、短軸０．９５mの範

囲が確認でき、深さは０．２３mを測る。

第８号炉穴

炉穴群の北東部に位置する。第５・７・９号炉

穴と重複し、第５号炉穴に切られ、第９号炉穴を

切っている。第７号炉穴との新旧関係は不明であ

る。平面形は歪んだ楕円形を呈し、主軸方位は

N－４５°－Wを指す。規模は長軸１．１９m、短軸０．８２

mの範囲が確認でき、深さ０．５８mを測る。被熱

して焼土ブロック化した、地山ロームが炉床が確

認できた。

第９号炉穴

炉穴群の最も北東側に位置する。第７・８号炉

穴と重複し、第８号炉穴に切られているが、第７

号炉穴との新旧関係は不明である。平面形は隅丸

長方形を呈し、主軸方位はN－６０°－Wを指す。

規模は長軸２．１４m、短軸１．５５m、深さ０．２８mを測

る。

第２号炉穴群（第５６・６０図）

A・B－２グリッドに位置し、第１号炉穴群の

北に隣接する。第１０号炉穴から第１４号炉穴の５基

の炉穴が５．４m×２．０m程の範囲に連なってあり、

第１５号炉穴以外は重複している。土層断面から、

南東側の第１０号炉穴から順次北西方向の第１３号炉

穴に向かって作り変えられたことが確認された。

第１０号炉穴

B－２グリッド内に位置し、炉穴群の最も南東

に位置する。北西で第１１号炉穴と重複し、切られ

ている。平面形は楕円形を呈すると推定され、主

軸方位はN－２０°－Wを指す。規模は長軸０．９５

mの範囲が確認され、短軸０．９５m、深さ０．５１m

を測る。

第１１号炉穴

B－２グリッドに位置し、炉穴群の南部に位置

する。南東で第１０号炉穴と北西で第１２号炉穴と重

複し、第１０号炉穴を切り、第１２号炉穴に切られて

いる。平面形は楕円形を呈すると推定され、主軸

方位はN－２８°－Wを指す。規模は長軸１．１８m

の範囲が確認され、短軸０．８５m、深さ０．６６mを

測る。被熱して焼土ブロック化した、地山ローム

の炉床が確認できた。

第１２号炉穴

B－２グリッドに位置し、炉穴群の中央に位置

する。南東で第１１号炉穴と北西で第１３号炉穴と重

複し、第１１号炉穴を切り、第１３号炉穴に切られて

いる。平面形は不整楕円形を呈し、長軸１．１７m

の範囲が確認され、短軸０．７３m、深さ０．６８mを

測る。被熱して焼土ブロック化した、地山ローム

の炉床が確認できた。
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第５６図 第２号炉穴群
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遺物は第６０図１８の細片が出土した。胴部破片で、

外面に粗い条痕整形を施し、繊維を少量含む。

第１３号炉穴

A－２グリッドに位置し、炉穴群北部に位置す

る。南東で第１２号炉穴と北東で第１４号炉穴と重複

し、第１２・１４号炉穴の両方を切っている。平面形

は楕円形を呈し、N－４０°－Wを指す。規模は

長軸１．５７m、短軸０．９７m、深さ０．５６mを測る。炉

床では、焼土と被熱し焼土ブロック化した地山ロ

ームが確認できた。

第１４号炉穴

A－２グリッドに位置し、炉穴群の最も北に位

置する。南東で第１３号炉穴と重複し、切られてい

る。平面形は楕円形を呈すると推定され、主軸方

位はN－５０°－Wを指す。規模は長軸１．５０mの

範囲が確認され、短軸１．４５m、深さ０．１９mを測る。

第１５号炉穴

B－２グリッドに位置し、炉穴群の南西部に位

置する。南西部は攪乱されて全容はつかめないが、

調査区内では半円形で０．３５mの範囲が確認され、

幅０．６０m、深さは０．３４mを測る。

第３号炉穴群（第５７・６０図）

B－２・３グリッドに位置し、第１・２号炉穴
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群の南東に隣接する。第１６号炉穴から第１８号炉穴

の３基の炉穴が、３．６m×２．０mほどの範囲に存

在し、第１６・１７号炉穴は重複している。

第１６号炉穴

B－３グリッドに位置し、炉穴群の南側に位置

する。西側で第１７号炉穴と重複し、切られている。

平面形は楕円形を呈すると推定され、主軸方位は

N－４９°－Wを指す。規模は長軸１．１８mの範囲

が確認でき、短軸０．９０m、深さ０．５７mを測る。

炉床で、焼土と被熱して焼土ブロック化した地山

ロームが確認できた。

遺物は覆土第４層より、第６０図１９が出土した。

１９は口縁部破片で、丸頭状口唇部が立つ器形を呈

し、口唇部に刻みは認められない。口唇部が荒れ

ているため詳細は不明であるが、疑口縁の可能性

もある。繊維を少量含み、擦痕状の整形を施す。

第１７号炉穴

B－２グリッドに位置し、炉穴群の南側に位置

する。東側で第１６号炉穴と重複し、切っている。

平面形は楕円形を呈すると推定され、主軸方位は

N－４９°－Wを指す。規模は長軸１．５５m、短軸０．７５

m、深さ０．５９mを測る。炉床で、焼土が確認さ

れた。

遺物は第６０図２０・２１が出土した。２０は内面に強

い削り状の整形を施した先細り状の口唇部が、緩

く開く器形を呈する。内面は植物の茎状工具で粗

い横位の整形を施し、外面に貝殻条痕を施す。繊

維をほとんど含まず、砂粒の目立つ胎土であるが、

堅緻な土器である。２１は外面に擦痕整形、内面に

条痕整形を施す胴部破片である。繊維を微量に含

む。

第１８号炉穴

B－３グリッドに位置し、炉穴群の北側に位置

する。南側で溝と重複し、切られている。平面形

は歪んだ凸字状を呈し、主軸方位はN－１４°－E

を指す。規模は主軸１．８０mの範囲が確認でき幅

１．９５m、凸部上部は長さ０．７５m、幅は０．７６m、深

さ０．１１mを測る。

第４号炉穴群（第５８～６１図）

B－３・４グリッドに位置し、調査区北東部に

ある。第１９号炉穴から第３２号炉穴で、１３基の炉穴

が、３．１m×１．７mほどの範囲にある。北東の炉

穴群と南の炉穴群に分けることもできる。第１９・

２０号炉穴は異なる番号を付していたが土層断面か

らは１基としか認められないため、報告では第１９

号炉穴とし、第２０号炉穴は欠番とする。第２７・２８

号炉穴は土層断面から、第２７号炉穴の土層が第２８

号炉穴へと続いており、一体のものと捉えること

ができる。第２９・３０号炉穴は炉底が全面平坦で、

２基の炉穴に分けることができない。土層断面よ

り新たに、第２６号炉穴内と第３１・３２号炉穴間に１

基ずつ計２基の炉穴が確認できた。

第１９号炉穴

炉穴群の最も北東に位置する。土層から２基の

炉穴が重複していることは確認できなかった。南

西側の第２１号炉穴と重複し、切っている。平面形

は楕円形土壙がⅤ字型に重複したような形を呈し、

主軸方位はN－２６°－Wを指す。規模は北東側

が２．７８m、南西側が２．８５m、最大幅２．１８m、深さ

０．３０mを測る。

遺物は第６０図２２～２９が出土している。２６は口縁

部破片、他は胴部破片である。２６は緩い波状縁を

呈する口縁部破片で、丸頭状を呈する口唇部が緩

く開く器形を呈する。外面に粗い擦痕状の整形、

内面に条痕整形を施し、繊維を若干含む。他は、

内外面に条痕状整形を施す。

第２１号炉穴

第１９号炉穴の南西に隣接している。平面形は楕

円形と推定され、N－３５°－Wを指す。規模は

主軸１．８２m、短軸０．９０mの範囲が確認され、深

さは０．２０mを測る。

遺物は流れ込みの第６０図３４の細片が出土したの

みである。３４は単節 RL縄文を施す、縄文時代後
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第５９図 第４号炉穴群（２）
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期前葉の堀之内式土器と思われる。

第２２号炉穴

第２１号炉穴の南に隣接し、第２３号炉穴と重複し、

切っている。平面形は楕円形を呈し、主軸方位は

N－３４°－Eを指す。規模は長軸１．９４m、短軸１．５２

m、深さ０．６７mを測る。炉床で、被熱し焼土ブ

ロック化した地山ロームが確認された。

第２３号炉穴

第２２号炉穴の北西に隣接して位置し、第２２号炉

穴に切られている。平面形は楕円形を呈すると推

定され、主軸方位はN－７５°－Wを指す。規模

は長軸１．７０m、短軸０．７２mの範囲が確認でき、

深さは０．２５mを測る。

第２４号炉穴

第２３号炉穴の南西に位置する。平面形は楕円形

第６１図 炉穴出土遺物（２）
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を呈し、主軸方位はN－５０°－Wを指す。規模

は長軸１．３５m、短軸１．２０m、深さ０．６５mを測る。

炉床で、被熱しブロック化した地山ロームが確認

された。

第２５号炉穴

第２４号炉穴の東に接し、第２６号炉穴と重複し、

切られている。平面形は隅丸方形を呈し、主軸方

位はN－６９°－Wを指す。規模は長軸１．９m、短

軸１．０mの範囲が確認でき、深さは０．１０mを測る。

第２６号炉穴

第２４号炉穴の南東方に位置し、第２５号炉穴と重

複し、切っている。楕円形を呈すると推定され、

主軸方位はN－３２°－Eを指す。規模は長軸１．９５

m、短軸０．８８mの範囲が確認でき、深さ０．６９m

を測る。炉底北側で、被熱し焼土ブロック化した

地山ロームが確認できた。土層断面から、本炉穴

に再度炉穴を設置して使用した状況がつかめた。

新炉穴は本炉穴を壊して設置されている。

遺物は第６０図３０～３３が出土している。いずれも

胴部破片で、３０・３３は擦痕整形、３１・３２は条痕整

形を施す。

第２８号炉穴

炉穴群の南端に位置する。第２７号炉穴としたも

のから土層が第２８号炉穴へと続いていることより、

一体のものと捉えた。北西で第２６号炉穴に切られ

ている。平面形は楕円形と推定され、主軸方位は

N－６２°－Wを指す。規模は長軸１．４０mの範囲

が確認でき、短軸０．６８m、深さはテラス状部分が

０．１５m、本体部が０．５３mを測る。炉床で、被熱

し焼土ブロック化した地山ロームが確認された。

第３０号炉穴

第２４・２６・３１号炉穴に挟まれるように位置する。

隅丸方形と推定され、主軸方位はN－８４°－W

を指す。規模は長軸１．５８m、短軸０．８４mの範囲

が確認でき、深さ０．２０mを測る。

第３１号炉穴

炉穴群の南側に位置する。西側が第３２号炉穴に

切られている。平面形は隅丸長方形で、主軸方位

はN－６５°－Wを指す。規模は長軸１．６０m、短

軸１．１５m、深さ０．５１mを測る。炉床で、被熱し

焼土ブロック化した地山ロームが確認された。土

層断面から、本炉穴に再度炉穴を設置して使用し

た状況がつかめた。新炉穴は第３１・３２号炉穴を壊

して設置されている。

遺物は第６０図３５の石器が出土した。３５は安山岩

製の磨石の破片で、長さ７．４㎝、幅５．８㎝、厚さ

５．９㎝、重さ２５３．６gを測る。両面に磨り面と、敲

打痕が残る。

第３２号炉穴

炉穴群の南西端に位置する。第３１号炉穴の西側

上部を切っている。平面形は楕円形で、主軸方位

はN－６５°－Eを指す。規模は長軸１．５０mの範

囲が確認でき、短軸１．３５m、深さ０．５０mを測る。

炉床において、被熱しブロック化した地山ローム

が確認された。

遺物は、全体の形が復元される口縁部と胴部の

大形破片が覆土最下層から出土した。

第６１図１は口縁部が約半分現存するもので、口

縁は緩い１０単位の波状を呈するものと思われる。

若干内湾気味に開く口縁部から尖底へと移行する

砲弾形を呈し、底部を欠損する。口唇上に小さな

アナダラ属の貝殻背圧痕を押捺し、波長部では口

唇部に直行する方向で、貝頂を内面側に向け２か

所に、それ以外では口唇に並行する方向に連続し

て押捺施文する。

胴上半部の文様は、口縁部幅狭区画帯と胴部文

様帯から構成されており、細隆起線で口縁部に幅

狭の区画帯を設け、以下の胴部文様帯に並行する

細隆起線で鋸歯状のモチーフや、襷状文の変形し

たモチーフを描いている。文様描出に使用される

細隆起線はやや幅広のものであるが、断面三角状

に整形されている。

口縁部幅狭区画帯は、実測図下段の展開拓影図

の左側で理解されるように、波状口縁の口唇外端
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部に細隆起線を配して上端部を区画し、波長部か

ら細隆起線を垂下して縦位区画を施し、波長部か

らやや間を空けた口縁部区画帯内に、並行する細

隆起線を対称的なハ字状に配する構成を採る部分

がある。このハ字状に配した細隆起線と、垂下す

る細隆起線に挟まれた左右の区画内には、横位の

集合沈線文を充填施文している。また、並行する

ハ字状細隆起線間は地文の条痕を磨り消し、無文

部を形成している。さらに、その両外側の口縁部

区画内には斜行する集合沈線文を充填施文し、区

画内相互の集合沈線充填文の施文方向の変化で、

細隆起線区画文様相互の違いを際立たせている。

一方で、実測図正面の様に、波底部を基準とし

て文様帯を縦位区画する構成を採る部分もある。

波頂部を中心とした構成と同様な文様帯分割と区

画を行うもので、波底部から細隆起線を垂下して

口縁部と胴部を区画し、縦位の細隆起線を中心に

左右の対称方向に傾斜する集合沈線文を充填施文

する。また、同様に並行する細隆起線を波底部か

ら垂下し縦位区画し、左右に連結する並行細隆起

線を大きく鋸歯状に配して、基幹的なモチーフを

構成している。

この並行する細隆起線の縦位区画文は幅狭口縁

部区画帯を貫通しており、構成上１本の細隆起線

の縦・横位の区画文と同様な効果を持つが、本来

は区画文や文様描出要素として使用されるのが通

常である。本個体の場合、剥落や欠損部分が多い

ため、全体の文様構成が不明瞭であるが、縦位区

画の右側区画では、文様帯下端区画と合わさるよ

うに右上がりの短い区画文が施文されており、口

縁部から左下がりに傾斜する区画文では、先端が

蕨手状に巻き上がるモチーフ構成が観察される。

モチーフ構成にも並行する細隆起線の縦位区画

を基準とした襷状区画文からの変形が認められる

が、全体の文様構成は胴部の鋸歯状区画文が口縁

部幅狭区画帯へと貫入していることから、口縁部

幅狭区画帯と胴部文様帯との区分が曖昧となり、

文様帯構成が崩れ、乱れが生じているものと把握

される。

胴上半部の文様帯内では、地文の条痕文は磨り

消されていないが、細隆起線間では磨り消されて

いる。また、文様帯以下の胴部では条痕整形を施

した後、条痕は磨り消されている。裏面では、口

縁部から胴部にかけて、明瞭な縦位の条痕整形を

施しており、磨り消しは施されない。

胎土に繊維を少量含むが、焼成が良く、比較的

堅緻な土器である。文様や文様要素の特徴から、

早期後葉の条痕文系土器群の野島式に比定される

ことは明瞭であるが、一見古相を帯びるものの、

文様帯構成や文様構成に乱れや変形が認められる

こと、大きな区画内相互において集合沈線文を同

方向に充填施文する傾向があること、裏面の条痕

整形が縦位方向のみであることなどから、野島式

でも後半期に位置付けられる可能性が高いものと

考えられる。

（２）土壙

第１号土壙（第６２図）

C－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－１４°－Wを指す。規模は

長軸１．９４m、短軸０．７８m、深さ０．２８mを測る。

第２号土壙（第６２図）

C－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－５２°－Eを指す。規模は

長軸１．５９m、短軸０．６５m、深さ０．２１mを測る。北

東端にピットがあり、歪んだ円形で径０．５０m、壙

底から深さ０．０７mを測る。

第３号土壙（第６２図）

C－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－１６°－Eを指す。規模は

長軸１．６５m、短軸０．５８m、深さ０．２１mを測る。東

壁際にピットがあり円形で径０．２４m、土壙の底か

ら深さ０．２０mを測る。
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第４号土壙（第６２図）

C－３グリッドに位置する。平面形は楕円であ

る。主軸方位はN－０°－Eを指す。規模は長

軸１．１５m、短軸０．９５m、深さ０．１５mを測る。

第５号土壙（第６２図）

C－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－３６°－Wを指す。規模は

長軸１．１２m、短軸０．７２m、深さ０．１３mを測る。

第６号土壙（第６２図）

C－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－８１°－Wを指す。規模は

長軸１．４２m、短軸０．７７m、深さ０．１７mを測る。

第７号土壙（第６２図）

C－３グリッドに位置する。平面形は隅丸台形

である。主軸方位はN－３８°－Wを指す。規模

は長軸２．３８m、短軸１．１３m、深さ０．２０mを測る。

壙底に北西寄りと北東端にピットがあり、北西寄

りは円形で径０．２２m×０．２３m壙底から深さ０．２２m

を測る。北東端のピットは楕円形で長軸０．４３m、

短軸０．２５m、壙底から深さ０．１０mを測る。

第８号土壙（第６２図）

B・C－３グリッドに位置する。平面形は楕円

形である。主軸方位はN－５８°－Wを指す。規

模は長軸１．６８m、短軸０．８５m、深さ０．１９mを測る。

第９号土壙（第６２図）

C－３グリッドに位置する。北側で第１０号土壙

と重複し、切られている。平面形は楕円形である。

主軸方位はN－５４°－Wを指す。規模は長軸２．０９

m、短軸０．７８m、深さ０．１４mを測る。壙底南西端

に２基のピットがあり、南東側にピットは楕円形

で、長軸０．３５m、短軸０．２６mで壙底からの深さ

０．２０mを測る。北西側のピットは長軸０．３６m、

短軸０．２５m、深さ０．１４mを測る。

第１０号土壙（第６２図）

B・C－３グリッドに位置する。南側で第９号

土壙と重複し、切っている平面形は楕円形と推定

される。主軸方位はN－２５°－Eを指す。規模

は長軸１．７１mの範囲が確認でき、短軸０．８２m、

深さ０．１５mを測る。

第１１号土壙（第６３図）

C－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－０°－Eを指す。規模は

長軸０．９５m、短軸０．６５m、深さ０．２１mを測る。

第１２号土壙（第６３図）

B－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－７１°－Eを指す。規模は

長軸１．７８m、短軸０．８４m、深さ０．１９mを測る。

第１３号土壙（第６３図）

C－２グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－１０°－Wを指す。規模は

長軸１．０４m、短軸０．５５m、深さ０．１４mを測る。

第１４号土壙（第６３図）

B－３グリッドに位置する。南東部が撹乱され、

平面形は楕円形と推定される。主軸方位はN－

１５°－Wを指す。規模は長軸１．２０m、短軸０．８３

mの範囲が確認でき、深さ０．１８mを測る。

第１５号土壙（第６３・６６図）

B－３グリッドに位置する。南東部が撹乱され、

平面形は楕円形と推定される。主軸方位はN－

６°－Wを指す。規模は長軸１．４２m、短軸０．７７

m、深さ０．１７mを測る。

遺物は第６６図１～３が出土している。いずれも

胎土に繊維を含む縄文早期の条痕文系土器群で、

１は内外面に明瞭な条痕整形を残している。２・

３は器面の荒れが著しく、詳細は不明である。

第１６号土壙（第６３・６６図）

B－３グリッドに位置する。平面形は長楕円形

である。主軸方位はN－１０°－Wを指す。規模

は長軸２．６９m、短軸０．８０m、深さ０．１７mを測る。

遺物は第６６図４が出土している。細片で詳細は

不明であるが、繊維を含む条痕文系土器で、条痕

が若干観察される。

第１７号土壙（第６３図）

A・B－３グリッドに位置する。平面形は瓢箪
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形である。主軸方位はN－８７°－Wを指す。規

模は長軸２．２６m、短軸は狭い方が１．０７m、広い方

が１．６２m、深さ０．１７mを測る。広い方の壙底南

にピットがあり、円形で径０．３３m×０．３５m、壙底

からの深さ０．０９mを測る。

第１８号土壙（第６３図）

B－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－７０°－Wを指す。規模は

長軸１．７８m、短軸１．０３m、深さ０．１６mを測る。

第１９号土壙（第６３図）

B－３グリッドに位置する。南西で第１８号炉穴

と重複するが、新旧関係は不明である。平面形は

円形である。主軸方位はN－５５°－Wを指す。

規模は径１．１４m×１．２９m、深さ０．１４mを測る。壙

底にピットがあり、円形を呈し径０．３３m、壙底か

ら深さ０．２３mを測る。

第２０号土壙（第６３図）

Ａ・Ｂ－３グリッドに位置する。平面形は楕円

形である。主軸方位はN－２０°－Eを指す。規

模は長軸１．４０m、短軸０．６６m、深さ０．１７mを測る。

第２１号土壙（第６３図）

A－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－５°－Eを指す。規模は

長軸１．３０m、短軸０．５５m、深さ０．１６mを測る。壙

底の東壁際にピットがあり、楕円形で長軸０．３０m、

短軸０．２５m、深さ０．２３mを測る。

第２２号土壙（第６４図）

A－３グリッドに位置する。平面形は隅丸方形

である。主軸方位はN－３４°－Eを指す。規模

は長軸１．２１m、短軸０．６６m、深さ０．１２mを測る。

第２３号土壙（第６４・６６図）

Ａ・Ｂ－３グリッドに位置する。平面形は楕円

形である。主軸方位はN－３４°－Wを指す。規

模は長軸１．３７m、短軸１．１０m、深さ０．１３mを測る。

壙底の東壁寄りにピットがあり、円形で径０．４３m、

深さ０．２３mを測る。

遺物は第６６図５・６が出土している。５は丸頭

状口縁部が開く器形の、縄文早期条痕文系土器群

の口縁部破片で、胎土に繊維を少量含む。外面は

口縁部で横位の、以下縦位の条痕文整形を施して

おり、裏面は深くまで横位整形を施している。

６は安山岩製の磨石の破片で、表裏面に擦痕が

認められ、長さ３．０㎝、幅３．１㎝、厚さ３．２㎝、重

さ２７．５gを測る。

第２４号土壙（第６４図）

A－２・３グリッドに位置する。平面形は楕円

形である。主軸方位はN－５９°－Wを指す。規

模は長軸０．９７m、短軸０．６７m、深さ０．２１mを測る。

第２５号土壙（第６４・６６図）

A－２グリッドに位置する。平面形は楕円形で

小林八束２遺跡

第６５図 土壙（４）

－７５－



ある。主軸方位はN－６°－Eを指す。規模は

長軸１．２３m、短軸０．６９m、深さ０．１２mを測る。壙

底南寄りにピットがあり、円形で径０．４０m、深さ

０．２４mを測る。

遺物は第６６図７が出土している。早期の条痕文

系土器群の胴部破片であり、内面は荒れているが、

内外面に条痕整形を施している。

第２６号土壙（第６４図）

A－２グリッドに位置する。平面形はややゆが

んだ楕円形である。主軸方位はN－６０°－Wを

指す。規模は長軸１．２６m、短軸１．０４m、深さ０．２１

mを測る。壙底東壁寄りにピットがあり、円形

で径０．２４m×０．２６m、深さ０．０９mを測る。

第２７号土壙（第６４図）

B－１グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－２５°－Wを指す。規模は

長軸１．０５m、短軸０．３９m、深さ０．１６mを測る。壙

底北壁際にピットがあり、円形で径０．１３m×０．１６

m、深さ０．１０mを測る。

第２８号土壙（第６４図）

B－２・３グリッドに位置する。平面形は楕円

形である。北東側が土壙状に深くなっている。主

軸方位はN－４５°－Eを指す。北西側がテラス

状となり、北東側が不整円形で深くなる。規模は

長軸１．４５m、短軸０．７８m、深さは北西側が０．１２m、

北東側の不整円形は径０．８０m×０．８３m、深さ０．３０

mを測る。

第２９号土壙（第６４図）

B－２グリッドに位置する。平面形は長楕円形

である。やや南寄りにピットがある。主軸方位は

N－３１°－Wを指す。規模は長軸１．８３m、短軸０．６０

m、深さ０．１６mを測る。ピットは不整円形で、

径０．５７m×０．６０m、深さ０．３０mを測る。

第３０号土壙（第６４図）

B－２グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－２０°－Wを指す。規模は

長軸０．９９m、短軸０．７９m、深さ０．１４mを測る。

第３１号土壙（第６４・６６図）

B－２グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－７°－Eを指す。規模は

長軸１．２５m、短軸０．５８m、深さ０．１３mを測る。

遺物は第６６図８が出土している。８は早期条痕

第６６図 土壙・溝跡出土遺物
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文系土器群の野島式に比定されるもので、細隆起

の区画内に、集合沈線文を充填施文する。胎土に

繊維を含み、内面に徐近整形を施す。

第３２号土壙（第６４・６６図）

B－２・３グリッドに位置する。平面形は楕円

形である。主軸方位はN－４９°－Wを指す。規

模は長軸１．３５m、短軸１．０９m、深さ０．１２mを測る。

遺物は第６６図９が出土している。９は縄文早期

の条痕文系土器群の胴部破片で、繊維を少量含み、

擦痕状の整形を施す。

第３３号土壙（第６４図）

B－３グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－１３°－Eを指す。規模は

長軸１．４７m、短軸０．５０m、深さ０．１２mを測る。壙

底中央にピットがあり、楕円形で、長軸０．２５m、

短軸０．１５m、深さ壙底から０．０９mを測る。

第３４号土壙（第６５図）

B－２、Cー２・３グリッドに位置する。平面

形は楕円形である。主軸方位はN－７０°－Wを

指す。規模は長軸１．３０m、短軸０．５６m、深さ０．１４

mを測る。壙底の北東壁際にピットがあり、円

形で径０．２０m、壙底からの深さ０．１７mを測る。

第３５号土壙（第６５図）

C－２グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－８３°－Eを指す。規模は

長軸１．２６m、短軸０．６６m、深さ０．１９mを測る。

第３６号土壙（第６５図）

C－２グリッドに位置する。平面形は楕円形で

ある。主軸方位はN－３９°－Wを指す。規模は

長軸０．９４m、短軸０．６３m、深さ０．１４mを測る。

第３７号土壙（第６５図）

Ａ・Ｂ－２グリッドに位置する。中央やや南寄

りが撹乱を受けている。平面形は楕円形である。

主軸方位はN－２１°－Eを指す。規模は長軸２．１０

m、短軸０．８０m、深さ０．２２mを測る。

（３）溝跡

第１号溝（第５４・６６図）

B－２・３グリッドに位置する。溝跡の断面形

は、北側に浅いテラスがあるような段差を有する。

西側は撹乱を受けており、東側は炉穴群により不

明である。南側はB－３グリッド西部で途切れる。

走行方位は分岐するB－２・３グリッドの境で折

れ曲がっており、B－２グリッド部分がN－６３°

－W、B－３グリッドがN－７５°－Wを指す。規

模は長さ２３．２m、幅２１㎝～３０㎝、深さ２０㎝～２５㎝

を測る。南側の深い部分は、長さ１４．８m、幅４７㎝

～６２㎝、深さ３６㎝～４０㎝を測る。第６６図１０の縄文

早期の条痕文土器の胴部破片が出土している。流

れ込みと思われる。

（４）ピット

ピット１（第６７図）

A－２グリッドに位置する。平面形は円形であ

る。規模は径４０㎝、深さ１１㎝を測る。

ピット２（第６７図）

A－２グリッドに位置する。平面形は円形であ

る。規模は径４０㎝×４５㎝、深さ１６㎝を測る。

ピット３（第６７図）

A－２グリッドに位置する。平面形は円形であ

る。規模は径４６㎝、深さ２１㎝を測る。

ピット４（第６７図）

B－２グリッドに位置する。平面形は円形であ

る。規模は径６６㎝×７２㎝、深さ８㎝を測る。壙底

の東壁際に小ピットがある。規模は３５㎝×４０㎝で

北側がテラス状になり深さ１５㎝、南側は２７㎝を測

る。

ピット５（第６７図）

B－１グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

主軸方位はN－６０°－Wを指す。規模は長軸６０

㎝、短軸４５㎝、深さ１４㎝を測る。北西壁際の小ピ

ットは径２５㎝×３０㎝、深さ３０㎝で、柱痕とみられ

る。

小林八束２遺跡
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ピット６（第６７図）

C－２グリッドに位置する。平面形は隅丸方形

で、長軸５５㎝、短軸５２㎝、深さ２３㎝を測る。

第６７図 ピット
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採取位置（IAAA－８０４９５） （IAAA－８０４９６） （IAAA－８０４９７）

Ⅴ 自然科学分析

１．小林八束１遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）

（株）加速器分析研究所

１ 測定対象試料

小林八束１遺跡は、埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字

小林４７４０－１に所在する。測定対象試料は、第

１号炭焼窯から出土した木炭３点（１～３：IAAA

－８０４９５～８０４９７）である。試料１は第１号炭焼

窯の底面から０．２５m上、その他は底面から出土

した。遺跡は大宮台地東側の加須低地の水田地帯

に位置する。地層は、関東造盆地運動によって沈

降した黒褐色土層とローム層の上部に灰色粘土層

が堆積する。遺構はこの灰色粘土層の下位で検出

された。

２ 測定の意義

炭焼窯からは時期を特定できる土器等が出土せ

ず、炭焼窯以外から縄文時代や古墳時代の遺物が

出土している。炭焼窯の木炭の年代を確定するこ

とで、その生産活動の時期を明らかにしたい。

３ 化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面

的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA : Acid

Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では１Nの塩酸

（８０℃）を用いて数時間処理する。その後、

超純水で中性になるまで希釈する。アルカリ

処理では１Nの水酸化ナトリウム水溶液

（８０℃）を用いて数時間処理する。なお、AAA

処理において、アルカリ濃度が１N未満の

場合、表中にAaAと記載する。その後、超

純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処

理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間

処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

９０℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離

機を使用する。

（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間

加熱する。

（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO

２）を精製する。

（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭

素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイ

トを作製する。

（６）グラファイトを内径１mmのカソードに

詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に

装着する。
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４ 測定方法

測定機器は、３MVタンデム加速器をベースと

した１４C-AMS専用装置（NEC Pelletron ９SDH

－２）を使用する。測定では、米国国立標準局

（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を

標準試料とする。この標準試料とバックグラウン

ド試料の測定も同時に実施する。

５ 算出方法

１）年代値の算出には、Libby の半減期（５５６８年）

を使用する（Stuiver and Polash 1977）。

２）１４C年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大

気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定

され、１９５０年を基準年（０yrBP）として遡る

年代である。この値は、δ１３C によって補正

された値である。１４C年代と誤差は、１桁目

を四捨五入して１０年単位で表示される。ま

た、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料の１４C

年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％で

あることを意味する。

３）δ１３C は、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を

測定し、基準試料からのずれを示した値であ

る。同位体比は、いずれも基準値からのずれ

を千分偏差（‰）で表される。測定には質量

分析計あるいは加速器を用いる。加速器によ

り１３C／１２C を測定した場合には表中に

（AMS）と注記する。

４）pMC（percent Modern Carbon）は、標準現

代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合で

ある。

５）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C

濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、

過去の１４C濃度変化などを補正し、実年代に

近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年

代に対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、

１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準

偏差（２σ＝９５．４％）で表示される。暦年較

正プログラムに入力される値は、下一桁を四

捨五入しない１４C年代値である。なお、較正

曲線および較正プログラムは、データの蓄積

によって更新される。また、プログラムの種

類によっても結果が異なるため、年代の活用

にあたってはその種類とバージョンを確認す

る必要がある。ここでは、暦年較正年代の計

算に、IntCal０４データベース（Reimer et al

２００４）を用い、OxCalv４．０較正プログラム

（Bronk Ransey 1995 Bronk Ransey 2001

Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger

2001）を使用した。

６ 測定結果

第１号炭焼窯から出土した木炭３点の１４C年代

は、１が１２１０±３０yrBP（IAAA－８０４９５）、２が１２５０

±３０yrBP（IAAA－８０４９６）、３が１２００±３０yrBP

（IAAA－８０４９７）である。木炭３点は、年輪と表

皮が確認され、表皮を除いた最外年輪部分を測定

対象としたことから、各試料の年代は、それぞれ

の伐採年代に近いと判断される。

暦年較正年代（１σ）は、１が７７６～８７０AD、

２が６８８～７７９AD（６５．７％）・７９５～８００AD（２．５％）、

３が７８０～７９５AD（１１．７％）・８０１～８７３AD

（５６．５％）である。２が主に奈良時代、１と３

が主に奈良時代末から平安時代前期前半の年代で

ある。各試料の炭素含有率は７０％以上であり、

化学処理・測定内容にも問題が無いことから、妥

当な年代と考えられる。
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測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法

δ１３C（‰）
（AMS）

δ１３C 補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA‐８０４９５ １ 遺構：第１号炭焼窯 木炭 AAA ‐２４．９６±０．６２ １，２１０±３０ ８６．００±０．３０

IAAA‐８０４９６ ２ 遺構：第１号炭焼窯 木炭 AAA ‐２６．８５±０．７９ １，２５０±３０ ８５．５８±０．３２

IAAA‐８０４９７ ３ 遺構：第１号炭焼窯 木炭 AAA ‐２３．６３±０．７４ １，２００±３０ ８６．１２±０．３２

測定番号
δ１３C 補正なし 暦年較正用

（yrBP） １σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

IAAA‐８０４９５ １，２１０±３０ ８６．０１±０．２８ １，２１１±２８ ７７６AD‐８７０AD（６８．２％） ７０９AD‐７４７AD（１０．６％）
７６６AD‐８９１AD（８４．８％）

IAAA‐８０４９６ １，２８０±３０ ８５．２６±０．２９ １，２５０±３０ ６８８AD‐７７９AD（６５．７％）
７９５AD‐８００AD（２．５％） ６７６AD‐８７０AD（９５．４％）

IAAA‐８０４９７ １，１８０±３０ ８６．３６±０．２９ １，２００±２９ ７８０AD‐７９５AD（１１．７％）
８０１AD‐８７３AD（５６．５％）

７１３AD‐７４５AD（５．８％）
７６７AD‐８９５AD（８８．７％）
９２７AD‐９３５AD（０．９％）

[＃２３０３］
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［参考］暦年較正年代グラフ
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２．小林八束１遺跡から出土した炭化材の樹種
はじめに

小林八束１遺跡（埼玉県南埼玉郡菖蒲町所在）

は、小林調節池のほとりに位置し、地形的には元

荒川左岸の埋没したローム台地上に立地する。発

掘調査により、縄文時代後期の竪穴住居跡、古墳

時代前期の竪穴住居跡および方形周溝墓、時期不

明の炭窯等が検出されている。

本報告では、炭窯における木材利用を明らかに

するため、出土した炭化材の樹種同定を実施する。

１．試料

試料は、第１号炭焼窯から出土した炭化材３点

（No．１～No．３）である。

２．分析方法

試料を自然乾燥させた後、木口（横断面）・柾

目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割

断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微

鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その

特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究

所の日本産木材識別データベースと比較して種類

を同定する。なお、木材組織の名称等については、

島地・伊東（１９８２）およびWheeler 他（１９９８）

に従う。また、各樹種の木材組織については、林

（１９９１）や伊東（１９９５，１９９６，１９９７，１９９８，１９９９）

を参考にする。

３．結果

炭化材は３点とも落葉広葉樹のコナラ属コナラ

亜属クヌギ節に同定された。解剖学的特徴等を記

す。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercus subgen.

Quercus sect.Cerris）ブナ科

環孔材で、孔圏部は１～２列、孔圏外で急激に

管径を減じたのち、単独で放射方向に配列し、年

輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、１～２０細胞高のものと複合放射組織とがあ

る。

４．考察

今回の炭窯から出土した炭化材は、炭窯で焼成

された木炭の一部や木炭焼成時の燃料材等に由来

する可能性がある。同定を実施した炭化材は、全

て落葉広葉樹のクヌギ節であった。日本のクヌギ

節には、クヌギとアベマキの２種があるが、クヌ

ギが関東地方の平地において一般的な樹種である

のに対し、アベマキは現在の関東地方には分布し

ていない。このことから、今回のクヌギ節は、現

在の関東地方の平地に普通にみられるクヌギの可

能性が高い。クヌギは、コナラと共に関東地方の

二次林を代表する樹木であるが、コナラが台地上

等の乾いた環境に多く分布するのに対し、クヌギ

はより水分の多い土地に多く見られる傾向があり、

時にエノキやムクノキと共に河畔林を構成する。

本遺跡周辺では、現在でも比較的よく見られる樹

種であり、当該期においても周辺の自然堤防上や

後背湿地等に生育していたことが推定される。

クヌギの木材は、重硬で強度が高い材質を有し

ており、薪炭材としては国産材の中でも最も優良

とされることから（平井，１９９６）、炭窯で製炭した

木材は、薪炭材として優良なクヌギの木材を選択

していた可能性がある。

これらの炭化材については、放射性炭素年代測定

が実施されており、補正年代で１２００±３０BP～１２５０

±３０BPの値が得られており、奈良時代頃に構築

・使用されたことが推定される。

大宮台地東部の沖積地では、伊奈町を中心に古

代と考えられる炭窯が多数確認されている。この

うち、大山遺跡（伊奈町）では、製鉄炉等の鉄生

産に関わる遺構が検出されており、大山遺跡やそ
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の周辺地域で検出されている炭窯は、大山遺跡の

鉄生産で使用するための木炭を焼成・供給してい

た可能性が指摘されている（水口，１９９８，２００２）。

これらの古代の炭窯や製鉄炉のうち、大山遺跡、

薬師堂根遺跡（伊奈町）、三番耕地遺跡（上尾市）

では、出土した炭化材が全てクヌギ節に同定され

ており、今回の結果とも調和的である（山

内，１９７９，１９８５；株式会社古環境研究所，１９９８；パ

リノ・サーヴェイ株式会社，２００５a）。古代の炭窯

や製鉄炉から出土した炭化材にクヌギ節が多く見

られる例は、群馬県赤城山南麓地域の乙西尾引遺

跡（前橋市）および柏倉芳見沢遺跡（前橋市）、

今井三騎堂遺跡・今井見切塚遺跡（前橋市・伊勢

崎市）等でも報告されている（高橋・鶴原，１９９４；

パリノ・サーヴェイ株式会社，２００５b，２００５c；植

田，２００５a，２００５b；植田・松葉，２００５）。特に、乙

西尾引遺跡、今井三騎堂遺跡、今井見切塚遺跡で

は、大量の木炭について樹種同定が実施されてお

り、そのほとんどがクヌギ節であり、クヌギ節が

選択的に利用されていた可能性が指摘されている。

本地域においても、検出された樹種はいずれもク

ヌギ節であることから、赤城山南麓と同様にクヌ

ギ節が選択的に利用されていた可能性がある。

※）本測定は、当社協力会社・パリノ・サーヴェ

イ株式会社にて実施した。
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Ⅵ 調査のまとめ

１．小林八束１・２遺跡の時期的変遷
小林八束１遺跡と小林八束２遺跡は、菖蒲町役

場の南に隣接する小林調節池の東側に位置し、小

林八束１遺跡の南方約２５０m離れて小林八束２遺

跡が位置している。両遺跡とも関東造盆地運動に

よる沈降で河川の沖積土に覆われたローム台地上

に立地している。

小林八束２遺跡は縄文時代早期、小林八束１遺

跡は縄文時代後期・古墳時代前期の遺跡である。

小林八束２遺跡は、炉穴２８基が３群に分かれて

検出された。３群の炉穴群とも炉穴は次々と造り

替えを繰り返し、重複しほぼ同じ場所に構築され

ていた。炉穴からは縄文時代早期後葉の野島式期

の土器が出土した。土壙の一部からも条痕文系の

土器が出土しており、ほぼ同時期のものと考えら

れる。住居跡は検出されなかったが、多くの炉穴

が造り替えをしながら継続的に使用されているこ

とから近隣に集落があったと考えられる。

小林八束１遺跡は、縄文時代後期前葉の堀之内

２式に比定される住居跡が２軒、古墳時代前期の

五領式の住居跡１０軒、方形周溝墓３基が検出され

た。

縄文時代の第４号住居跡からは、非常に珍しい

筒型土偶が出土し、土偶からも堀ノ内２式に伴う

ものと考えられる。

古墳時代の住居跡と方形周溝墓の関係は、住居

跡１０軒が検出され、内６軒が方形周溝墓と重複し、

住居跡は方形周溝墓に壊されているものが多く、

住居跡ごとの土器の組成が不明な点もあるが、住

居跡が廃絶後方形周溝墓の墓域へと変遷したと考

えられる。後述するが方形周溝墓から小型器台が

出土し、１軒の大型住居を除いて他の住居跡から

は小型器台が出土していないことから、小型器台

を持つ遺構と持たない遺構を時期差として捉える

ことができよう。

方形周溝墓についても、第２号方形周溝墓が第

１号方形周溝墓に切られている。第２号方形周溝

墓は第１・３号方形周溝墓が大型であるのに比べ

ると小型である。方形周溝墓も小型のものから大

型のものへと変遷するものと考えられる。

自然科学分析結果から、第１号炭焼窯の木炭の

年代測定によると、奈良時代（西暦６８８年から７７９

年）、もしくは奈良時代末から平安時代前期前半

（西暦７７６年から８７３年）の年代が求められた。

奈良時代頃に構築され、平安時代前期前半まで使

用されていたことが判明した。この結果は年代的

に断絶はあるが、縄文時代後期は集落跡、古墳時

代前期は集落跡から墓域へと変遷し、奈良時代に

なると炭焼窯による木炭生産の場へと時期毎によ

る土地利用の仕方が判った。

樹種同定によると、木炭はクヌギ節である。ク

ヌギ節にはマキベとクヌギがあり、クヌギは現在

関東地方の平野において一般的な樹種であるのに

対し、マキベは現在の関東地方には分布していな

いことからクヌギの可能性が高い。また、クヌギ

は水分の多い土地に見られる傾向があり、当該期

にも自然堤防上や後背湿地に生育していたと推定

されている。大宮台地東部の沖積地の遺跡で出土

した炭化材がすべてクヌギであることから、同じ

植生であり同じ樹種を使って炭を生産していたこ

とが判った。
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２．縄文時代
（１）土器について

小林八束１遺跡は標高１０m前後、小林八束２

遺跡は標高１１mの台地上に立地しており、出土

土器には時期の違いが認められた。

小林八束２遺跡では炉穴２８基が見つかり、縄文

時代早期条痕文期の土器群が出土した。野島式の

良好な個体が出土している（第２図）。

一方、小林八束１遺跡では、縄文時代の遺構の

残存度は古墳時代前期の集落、方形周溝墓の構築

などによって、良好なものとはいい難かったが、

縄文土器の一定量の出土があった。

早期の条痕文系土器群、中期後半の加曽利E

式土器なども認められるが、縄文時代後期の土器

群が多く、中でも後期前葉の堀之内２式がややま

とまっていた。

縄文時代の２軒の住居跡（第４・１２号住居跡）

の出土土器は堀之内２式を主体とするものである。

堀之内式は各類型に整理され、その変遷・様相

が検討されており、当遺跡で主体を占める堀之内

１式から堀之内２式へ推移する時期についても多

様な土器群を巡る考察が行われている（市立市川

考古学博物館１９８３、石井１９８４・１９９５）。

今回の調査では朝顔形深鉢形土器の好例である

第１０図１が第１２号住居跡より出土した。波状３単

位の構成で、波頂部下から隆帯が垂下し、縦長の

文様区画を基本とする。向かい合う４つの三角形

文様を地文縄文上に施した文様が繰り返される。

波底部下においても縦位に区画がなされるのかも

しれないが、胴部下端の文様区画とともに欠損し

ており、詳細は不明である。口縁部に巡る沈線は

文様帯区画の上端として施されたものではないこ

とから、堀之内１式末として捉えた。

第１２号住居跡における第１０図１以外の朝顔形深

鉢形土器は充填縄文が安定して施される堀之内２

式がほとんどである（第１２図３～１４、１７～３７、４０

～４８）。口縁部の破片を見ると、横位の隆帯を施

さない古い段階の資料が多いものの、中頃以降の

段階のものも含むようである。

朝顔形の深鉢形土器以外では、地文縄文上に文

様を施す土器（第１０図２、第１１図１～７・１４～２２）、

朝顔形以外の充填縄文手法の土器（第１１図２３～２６、

２８～３６）がある。沈線文の土器（第１１図３７～４７）

には堀之内１式以来の懸垂文と斜行文、称名寺式

以来の文様系統、格子目文等の粗製化した土器な

どがある。また、縄文のみを施文する土器、櫛歯

状工具による文様を施す土器などを伴う。第４号

住居跡出土土器もほぼ同様な構成からなる堀之内

２式が出土している。

遺構外からの出土土器も堀之内２式が主体であ

るが、堀之内１式も認められた。朝顔形の深鉢形

土器が一定の出土を示し、単位文構成の土器が少

ない点から見て、称名寺式から堀之内１式の古い

部分の土器群は今回の調査では欠落する時期と考

えられる。

当遺跡周辺の後期前葉の遺跡として、伊奈町戸

崎前遺跡、騎西町修理山遺跡などがある。戸崎前

遺跡では当遺跡で欠落している称名寺Ⅱ式から堀

之内１式の古い部分の土器群がまとまって出土し

ている。騎西町修理山遺跡では第１２号住居跡や土

壙から堀之内２式が出土している。沈線間に縄文

を充填施文する各種の土器、地文縄文上に沈線文

を施す土器、沈線文のみを施文する土器など、当

遺跡の傾向と似通っている。

後期の堀之内２式以降の時期は晩期にいたるま

で、遺構外から断片的に加曽利B式、安行式土器

の出土が認められた。当遺跡の８km圏内には菖

蒲町地獄田遺跡、蓮田市井沼遺跡、桶川市後谷遺跡

などが分布し、県内でも屈指の安行期集落が所在

する地域である。土器の出土にとどまらず安行期

の土偶・石剣が出土していることからみて、当遺

跡の他地点に当該期の集落の存在が想定されよう。
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（２）筒形土偶について

小林八束１遺跡の第４号住居跡から出土した筒

形土偶（第８図）について以下にまとめる。

この土偶は、全身の高さが４．４㎝と小型で、顔

面がほぼ真上を向いており、正面形および側面形

はいわゆる「つづみ」のような形をしている。胴

下半部の最大径が約４．２㎝、頭部と胴部を分かつ

括れ部までの高さが２㎝強と、「二頭身大」に作

られている。通常の筒形土偶は、三頭身大から四

頭身大のものが多く、これらに比して、下半身が

かなり寸詰まりに作られていることが判る。

顔面は、最大幅３．１㎝、奥行き３．７㎝の楕円形

を呈し、「Yの字」形に貼り付けた隆帯で眉と鼻

梁を表現している。両眼は表現されず、小さな１

個の刺突で鼻孔を表現している。口腔は、ほぼ楕

円形で漏斗状の深く鋭い刺突で表現される。

括れ部の中央正面には、乳房が表現されている。

いわゆる小突起型の乳房で、両乳房は一塊の粘土

で成形されているため、すこぶる近接している。

胴下半部は、括れ部から裾部に向って徐々に広

がり、底面から約９㎜の高さの箇所で、径が４．４

㎝と最大になり、横断面形は、ほぼ円形を呈する。

ここから底面までは、緩やかなカーブで収束し、

底面の径は３．６㎝になる。また、土偶底部のほぼ

中央に径１．５㎝、深さ１．２㎝ほどの凹みが抉られ

ている。この凹みは、ヘラ状のもので無造作に抉

ったままのもので、内面の整形は施されていない。

土偶には文様らしき文様はまったく見られない

が、頭部の右側面に、幅２㎜前後の短い沈線が３

本観察できる。これらの沈線が意識的なものかど

うかの判別は難しいが、沈線の幅や深さは同時期

の有文の土偶の手法に近似している。

筒形土偶は、関東地方および中部地方の一部に

分布しているが、埼玉県内では、これまでに、川

越市の賀ヶ良遺跡や上組Ⅱ遺跡、嵐山町の大野田

西遺跡、桶川市の高井東遺跡などから出土が報告

されている。菖蒲町から出土した本例は、県内で

最も東部から出土した例といえる。

筒形土偶は、一遺跡から複数例が出土すること

は珍しく、単独で出土することが多い。県内でも

２点の筒形土偶を出土しているのは賀ヶ良遺跡の

みである。上組Ⅱ遺跡や大野田西遺跡、高井東遺

跡などは、いずれも一例のみの出土である。特に、

大野田西遺跡例は、弥生時代後期の住居跡に持ち

込まれたもので、伴出関係は観られない。小林八

束１遺跡の土偶は、縄文時代後期の住居跡からの

出土が確認されているが、やはり１点のみの出土

である。このような傾向は、茨城県や群馬県、神

奈川県など、他県の出土例についても観られるよ

うである。先行するハート形土偶や後出の山形土

偶などが一遺跡から複数例出土することが常態な

のとは対照的といえる。

筒形土偶に共通する形態的な要素としては、以

下のような点をあげることができる。

１．頸部以下の形状が円筒形、又は徳利形であ

ること。

２．胴部の内面が空洞、又は空洞を意識した作

りで、原則として底部が開口すること。

３．四肢の表現が観られないこと。

４．顔面が上方、又は斜め上方を向いて作られ

ていること。

５．顔面は基本的に楕円形で、T字型又は Y字

型の粘土を貼り付け、眉と鼻梁を表現してい

る。口は、円形か楕円形の刺突で表現される。

６．乳房は、小突起型で、両乳房が近接した状

態で表現されることが多い。

７．後頭部にアーチ状の装飾が付けられる場合

がある。

８．胴部が基本的に円筒形であるため、自立す

る。

さて、小林八束１遺跡の土偶であるが、一見、

筒形土偶としては異例の資料のように見える。し
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かし、上記の要素について詳細に観察すると、

「７」を除くすべての要素に当てはまることが判

る。筒形土偶の重要な決め手である「１」の要素

についても、「頭部」と「頸部から底部」までの

バランスが、通常の「筒形土偶」と呼称されてい

るものと異なるだけで、頸部以下が円筒形を意識

して作られていることは疑いようがない。また、

「２」にあげた「胴部を空洞にする」点や、「底

部が開口する」点も表現方法が稚拙な点を除けば、

ヘラ先で底面を抉ることで「空洞にする」ことと

「開口する」ことの二つの目的を果たそうとして

いた意図が覗える。このような点を考慮すると、

この土偶が「筒形土偶」を意識して作られたこと

は間違いないであろう。

次いで、筒形土偶の断面形態について触れたい。

大略、筒形土偶の断面形態は、「口腔が顔面部

から胴部の空洞部分まで貫通するタイプ」と、「口

腔が貫通しないタイプ」の二種類に分類できる。

さらに、口腔が貫通するタイプは、神奈川県東正

院貝塚例などのように「顔面部と頸部以下の空洞

部分を別々に作り接合したもの」と、群馬県壁谷

遺跡例などのように「土偶全体を一塊の粘土から

作り、底部に向けて開口した胴部の空洞部まで、

口腔を貫通させたもの」が見られる。口腔が貫通

しないタイプの代表例は、埼玉県嵐山町大野田西

遺跡出土の土偶で、一塊の粘土から作られた土偶

の口腔は、胴部の空洞から逸れた位置に深く鋭い

刺突で表現される。

次に、底部の開口部は、「ラッパ状に外反する

もの」（埼玉県大野田西遺跡例、群馬県壁谷遺跡

例）、「自然に開口するもの」（神奈川県三ツ沢貝

塚例）、「底面が内弯して開口するもの」（茨城県

三反田遺跡例）、「細い棒状の空洞部が底部まで

続くもの」（埼玉県上組Ⅱ遺跡例）、「一度底部を

閉じた後に中央を穿孔しているもの」（神奈川県

東正院遺跡例、長野県天神反遺跡例）など、これ

までに報告されている例をもとに５種類に分類す

ることができる。

以上の分類に基づけば、当遺跡の土偶は口腔が

貫通せず、深く鋭い刺突が施されており、埼玉県

嵐山町の大野田西遺跡出土例に次いで、このタイ

プの二例目になる。また、頸部以下が極端に短く

（二頭身）、空洞部自体が形骸化し、径１．５㎝、深

さ１．２㎝の底面から抉られた穴が、そのまま底部

の開口部を兼ねるような形態は、棒状の空洞部が

底部まで続く川越市上組Ⅱ遺跡例に近いと考えら

れる。

ここまで筒形土偶の外形及び断面の形態的な特

徴をあげ、当遺跡の土偶との比較を試みてきたが、

次に文様表現について触れておきたい。

筒形土偶の文様表現は、大略、「有文と無文」

に分けられる。さらに有文のものは、「縦列の円

形刺突が施されるもの」と、「沈線で文様が施さ

れるもの」、「縦列の円形刺突と沈線が施される

もの」の三類に分類できる。「有文」で、縦列の

円形刺突が施される例としては、賀ヶ良遺跡の１

点や上組Ⅱ遺跡、栃木県後藤遺跡などの土偶をあ

げることができる。沈線で文様が施される例とし

ては、群馬県壁谷遺跡、神奈川県三ツ沢遺跡など

の土偶があげられる。縦列の円形刺突と沈線が施

されるものとしては、神奈川県稲荷山貝塚例や東

正院遺跡例などがあげられる。「無文」の例は、

現在のところ、大野田西遺跡例などが知られてい

る。小林八束１遺跡の土偶もこの「無文」の例に

分類できる。

以上、小林八束１遺跡の土偶は、二頭身大であ

ることを除けば「筒形土偶」としての条件を十分

に満たしており、縄文時代後期堀之内２式期の筒

形土偶と考えて差し支えない。４号住居跡出土土

器の主体が堀之内２式であることも、この土偶が

同時期の所産であることを裏付けている。
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３．古墳時代
（１）古墳時代初頭の土器群の分類

小林八束１遺跡は、古墳時代前期の住居跡１０軒

と方形周溝墓３基が検出されている。遺構の切り

合い関係から、周溝墓と重複する住居跡はいずれ

も周溝墓に切られていることから、住居跡より後

に方形周溝墓が構築されていることが確認されて

いる。住居跡はほぼ同じ軸方向で一辺３～４m

であるが、第２号住居跡だけが一辺５mを超え

るものであった。周溝墓でも大型の第１号方形周

溝墓が第２号方形周溝墓を切っていることから、

第２号方形周溝墓、第１号方形周溝墓の順に構築

されている。本遺跡は集落から方形周溝墓の墓域

へと変遷している。

本遺跡出土の土器分類と位置づけについては、

住居跡出土遺物は後に構築された方形周溝墓によ

り、住居跡と先後関係が明確なであることから土

器変遷を追えよう。しかしながら、方形周溝墓に

壊されている住居跡は、住居跡ごとの土器組成を

現しているかは不分明である。

＜壺形土器＞

１．複合口縁壺

１Aa類：複合部も含めて全体的に外反する口

縁部を持つ壺である。肩部に縄文が施文されるも

の（SJ１１－１）である。

１Ab類：複合部も含めて内彎気味の口縁部を

持つ壺である。複合口縁部に縄文が施されるもの

（SJ６－２）である。

１B類：直立気味に立ち上がり複合口縁部で外

反する壺である（SJ５－２）。

１C類：大きく「く」の字状にほぼ直線的に開

く複合口縁を持つ小型の壺である。胴部下半に最

大径を持つもの（SJ２－１）である。

２．単純口縁壺

２Aa類：外反気味に開く口縁部をもつ壺であ

る。球胴形の胴部を持つ（SR３－１）。

２Ab類：口縁部は不明であるが体部下半に最

大径を持つ壺（SJ１１－２）である。

２Ba類：直線的に立ち上がる口縁部をもつ壺

である。ヘラミガキが施される（SJ２－２、SR

２－１）

２Bb類：外反気味に立ち上がる口縁部を持つ

中型の壺である。球胴系の胴部を持つもの（SJ１０

－１）である。

２Ca 類：口縁部は「く」の字状に開く小型の

壺である（SR１－４）。

２Cb 類：扁平な球胴形の壺である。底部は丸

状をしていないもの（SR１－５）である。

３．短頸壺

中型の短頸壺で直線的に外傾する短い単純口縁

のもの（SJ２－６）である。

＜甕形土器＞

１．中型の甕

１A類：口縁部が長く延び粘土帯巻上痕を２

段以上残す甕である。口縁部には外反するもの（SJ

６－１）である。球胴形を呈し、脚台部はしっか

りしたものである。

１BⅠ類：「く」の字状口縁をもつ甕である。

以下、口縁部・体部の形態で１BⅠ類～１BⅢ類

に細分した。

１BⅠ類は、口縁部の「く」の字が緩やかで体

部の上位に最大径を持つ甕（SJ１－５）である。

１BⅡ類は、口縁部「く」の字が強く屈曲し、僅

かに長胴化し、胴部中央に最大径を持ち、脚台部

は小型化する甕（SJ１０－２・３）で、１BⅢ類は、

口縁部「く」の字が強く屈曲し、胴部中央に最大

径を持ち、平底のもの（SJ１－３、SJ１１－６）も

含まれる。

口縁部に粘土帯巻上痕を２段以上残す甕は、大

宮台地では東半の芝川、綾瀬川、元荒川流域の遺
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形

跡に類例が多くみられる。

１C類：「く」の字状口縁を持つ甕である。口

縁部に刻み目を施す甕で、本遺跡では類例が少な

い（SJ２－１１、SR１－９）。

２．S字状口縁台付甕

口縁部が S字状に屈曲し、胴部上位に最大径

を持つ甕（SJ１１－４）で、本遺跡では１点のみで

ある。

３．小型の甕

「く」の字状口縁の甕である（SR２－２・６）。

＜高坏形土器＞

１．高坏

１A類：浅目の坏で坏部に明瞭な段をもち体

部は直線的に開く（SJ２－７）。

１B類：浅めの坏で坏部下端に稜をもち、内湾

第６８図 壺形土器の分類
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形

形

気味に開く（SJ１０－７）。

１Ca 類：浅い坏部で、内湾して開く、脚部は

低く小型である（SJ１０－６）。

１Cb 類：深い坏部で内彎気味に開き、坏部に

段をもたない高坏（グリッド－５）。

２．装飾高坏

坏部下端に逆刺状の部分を有し、坏部は外反し

て開く（SJ１０－５）。

３．脚部

３a類：脚部が大きく開くもの（SJ１０－８、SR

１－１９・２０、グリッド－７）。

３b類：脚部の途中で屈曲し開くもの（SR１－

１８・２１）。

第６９図 甕形土器・高坏形土器の分類
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形

＜器台形土器＞

１．小型器台

１A類：漏斗状に開いた器受部をもち、台部

が直線的に開く（SJ２－１４）。

１B類：内彎して開き、器受け部先端が直立す

るもの（SR１－２３）。

１Ca 類：内湾気味に開く、浅い皿状の器受け

部をもつもの（SR２－１２）。

１Cb 類：a 類と同形態であるが、上下で貫通

する穴が非常に細い（SR２－１１）。

１D類：内湾気味に立ち上がり、器受け端部が

緩やかに立ち上がるもの（グリッド－８）。

（２）古墳時代土器の位置付け

古墳時代初期の土器に関しては、在地固有の土

器変化及び外来系土器の点的波及の段階から�小

型器台を含む外来系土器群の波及・定着、�定型

的な小型丸底壺・小型丸底鉢の参入、�柱状脚部

を持つ高坏の参入と畿内的土器様式への収束、と

いう共通した土器変化の大画期をもつことが確認

された（書上１９９４）。

小林八束１遺跡では土器変化の画期としてあげ

られたことに関し、�については小型器台が方形

周溝墓と一部の住居跡に見られること。�では小

型丸底壺・鉢が検出されていないこと。�では「無

透孔屈折脚高坏」などと呼ばれる高坏の参入があ

るという状況である。他には、S字状口縁台付甕

などの東海西部（伊勢湾地域）からの影響下に成

立し在地化したものがみられる。

上記の画期に基づく段階区分を設定し、①の画

期を第１段階、②の画期を第２段階、③の画期を

第３段階とした。

複合口縁壺で、肩部や口縁部に縄文が施される

１A類の壺は第６・１１号住居跡から出土し、第１１

号住居跡の１Aa類は肩部に縄文を施された球胴

系の壺のほかに、２Ab類の壺、２類の S字状口

縁台付甕を伴っている。壺は、鎌倉公園遺跡第２１

号住居跡から同様の壺が出土しており、第１段階

中期と捉えることができる。S字状口縁台付甕は、

大宮台地周辺のさいたま市岩槻区上野遺跡第４号

住居跡から出土しており、一般的には第２段階以

降みられるようになる。

単純口縁壺の２Ba類は第２号住居跡・第２号

方形周溝墓から出土し、口縁部が長く直線的に開

くもので、ともに小型器台を伴う。上尾市三番耕

地遺跡第１号住居跡で類似した壺が出土しており、

三番耕地遺跡第５号住からは小型器台が出土し、

両住居跡とも第１段階後期と捉えることができる。

１A類の甕は第２号住居跡のもので、口縁部に

粘土巻上げ痕を残し、他類の「く」の字状口縁と

は異なり口縁部が外反して長めであり、脚台部も

他類と比較すると大型で直線的に開いている。

口縁部に粘土巻上痕を残すものは当遺跡でも１

A類以外でも１B類でみられ、大宮台地東半の元

荒川・綾瀬川・芝川流域で類例が多くみられるも

のである。

１BⅠ類は、第６号住居跡のもので１A類より

小型化し、口縁部も普通の長さになる。

１BⅡ・Ⅲ類の台付甕は、口縁部「く」の字が

強く屈曲し、小さめの脚台部をもつ。

第７０図 器台形土器の分類
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第７１図 小林八束１遺跡出土土器（１）
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小型器台の波及と定着については、上尾市三番

耕地遺跡第５号住では器台が定着した段階で１A

類がみられるが、器受け部に比し台裾部が大きく

外反気味に開くが、当遺跡出土の１A類は直線的

に開くものであるが、第１段階後期と考えられる。

菖蒲町九宮２遺跡第２・４号住居跡で１Ca類

・１B類を伴う。九宮遺跡の位置付け（福田

２００８）は久台・ささら古段階の後に九宮、久台

・ささら新段階とともに戸崎前２期（橋本

１９９９）に位置付けられるとし、第２段階に入る

ものと考えられる。

第１号方形周溝墓と第２号方形周溝墓の先後関

係は、第２号方形周溝墓が第１号方形周溝墓の周

溝覆土の土層から明らかに切られていることから

第２号方形周溝墓より第１号方形周溝墓が新しい

ことは確認できている。

小型丸底壺・鉢の出現によって画期とされてい

るが大宮台地では３段階で見られるものの、埋没

ローム台地の遺跡周辺ではみられない。地域性と

当遺跡が第３段階まで及んでいないと考えられる。

第２号住居跡の大型の高坏は１A類で坏部下端

に明瞭な段をもつ高坏で稲荷台第５３号住居跡・第

５８号住居跡でも出土しており、類似点がみられる。

第１段階中期ないし後期と考えられる。

第７２図 小林八束１遺跡出土土器（２）
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ふ り が な

所 収 遺 跡
ふ り が な

所 在 地
コード 北 緯 東 経

調査期間
調査面積

（�）
調査原因

市町村 遺跡番号 ° ′ ″ ° ′ ″

お ばやし はっ そく

小 林 八 束
いち い せき

１ 遺 跡

お ばやし はっ そく
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２ 遺 跡

さい たま けん みなみ さい たま

埼 玉県 南 埼 玉
ぐんしょう ぶ まちおおあざ お

郡菖蒲町大字小
ばやし ばん ち

林４７４０－１番 地
ほか

他

さい たま けん みなみ さい たま

埼 玉県 南 埼 玉
ぐんしょう ぶ まちおおあざ お

郡菖蒲町大字小
ばやし ばん ち ほか

林４６７５番地他

１１４４６

１１４４６

０４４

０４５

３６°０３′１４″

３６°０３′１０″

１３９°３６′１０″

１３９°３６′０５″

２００８０２０１
～

２００８０３２４

２００７０９２８
～

２００７１０３１

５００

３５２

河川改修
工事

所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小林八束１遺跡 集落跡 縄文時代 住居跡 ２軒
土壙 ７基

縄文土器 土偶（筒
型土偶・木菟土偶）
石器

住居跡から筒型土偶
が出土

古墳時代 住居跡 １０軒
方形周溝墓 ３基

土師器 管玉

古代～近世 炭焼窯 １基
溝跡 ３条
土壙 １基

縄文土器 土師器

小林八束２遺跡 縄文時代 炉穴群 ４群
（炉穴） ２９基
土壙 ３７基
溝跡 １条
ピット ６基

縄文土器

要 約

小林八束１遺跡・小林八束２遺跡は、埼玉県菖蒲町の菖蒲町役場の南側に造られた調節池の東に位置する。周
辺は、星川、野通川、元荒川を初めとする大小の河川や用水が南東方向に流れ、肥沃な水田地帯を形成している。
遺跡付近は北側を流れる星川によっ形成された後背湿地にあたり、その下には埋没ローム台地があり、その台地
上に縄文時代早期・後期、古墳時代前期の集落跡が形成されている。小林八束 1遺跡では縄文時代後期の住居跡
２軒、土坑７基が検出され、第 4号住居跡から筒型土偶が出土した。また、古墳時代前期の住居跡 10 軒・方形
周溝墓３基のほか炭焼窯・土壙・溝などが検出された。古墳時代前期に、集落廃絶後に墓域へと変遷していくこ
とが確認された。小林八束２遺跡では縄文時代の炉穴が 29 基検出され、縄文時代早期の土器が出土した。その
他に多数の土壙を検出し、一部の土壙からも縄文時代早期の土器が出土した。
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